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社団法人全国高等専門学校体育協会マーク
全国高等専門学校体育協会マーク

手は技術を表わす。
手を開いた親指の部分を首、他の 4本を翼にして、鳩を表徴している。
鳩は平和と共に伝書鳩の速力と正確さを表徴する。
下の楕円は大地を意味し、技術がしっかりと地についたものであること
を求める。
心、技、体の 3つが立派に調和した姿を青年諸君に強く期待する。
私はこのような心持でこのマークを作ったのである。
　　昭和42年　盛夏　　　　　　　　　　　　　　  赤　澤　鉞太郎

作家のご紹介

元　京都高等工芸学校助教授
元　京都市染色試験所図案部長
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このたび、東海北陸地区を担当として開催される第 51 回全国高等専門学校体育大会に、全
国 57 校 62 キャンパスの高等専門学校を代表する学生諸君が集い、「その努力が実る場所！」
のスローガンの下に、盛大なる若人の祭典が繰り広げられますことは、誠に喜びに堪えません。

本大会は、豊田工業高等専門学校を担当校とし、同校並びに富山高等専門学校本郷キャンパ
ス、富山高等専門学校射水キャンパス、石川工業高等専門学校、 金沢工業高等専門学校、福井
工業高等専門学校、岐阜工業高等専門学校、沼津工業高等専門学校、鳥羽商船高等専門学校、
鈴鹿工業高等専門学校、神戸市立工業高等専門学校の 10 校 11 キャンパスを開催会場として、
14 種目の競技が実施されます。全国８地区の大会で優秀な成績を収め、本大会出場の栄誉を勝
ち取られた皆さんが、これまでの厳しい練習で培ってこられた力を遺憾なく発揮されるととも
に、それぞれの競技を通じて友情の輪が育まれることを期待しております。

本大会の目的は、高等専門学校教育の一環として、学生に広くスポーツ実践の機会を与え、
技術の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り、心身の健康な学生を育成するとともに、
高等専門学校学生相互の親睦を図ることにあります。併せて、厳しい練習過程や大会での実戦
を通じて、学生の人間性の陶冶と人格形成を図り、将来の技術者としての資質と能力を磨くこ
とに資するものであります。

参加される皆さん一人ひとりが本大会の目的を念頭に置かれ、高等専門学校の学生として節
度ある行動のもとに、所期の目標を達成されることを祈念いたします。

来年度は小山高専を担当校とし、関東信越地区で開催されます。本大会における盛り上がり
を次の大会に引き継ぐべく、国公私立高専が一堂に集うことで、より全国高専の一体感、連帯
感が醸成され、高専としてのアイデンティティーが形成されることを強く望みます。

最後に、各関係競技団体並びに御支援を賜りました文部科学省、公益財団法人日本体育協会、
愛知県、岐阜県、三重県、静岡県、富山県、石川県、福井県をはじめ、本大会の運営に御協力
くださいました多くの皆様に心よりお礼を申し上げ、挨拶といたします。

ご あ い さ つ

一般社団法人　全国高等専門学校連合会

会　長 前 野 一 夫
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全国高等専門学校サッカー選手権大会へようこそ！
リオデジャネイロオリンピックのサッカー競技も明日の決勝戦を残すのみとなりました。そ
の戦いのさなかに開催される全国高等専門学校サッカー選手権大会とあって、例年以上に激し
い攻防が繰り広げられるのではないかと思っています。
現在、日本サッカー協会（JFA）は、新体制の下で日本サッカーを「世界基準」にすべく様々
な施策を講じています。一方で、グラスルーツサッカーの拡大も欠くことができません。
４年後には東京でオリンピックが開催されますが、1964 年大会が日本に近代化をもたらした
ように、新時代のオリンピックは、日本に本当の意味での「スポーツ文化」を醸成させる起爆
剤になるものだと思っています。そのためにも、子どもからシニア、女性、障がいのある人も、
あらゆる人々が気軽にスポーツを楽しめる環境を広げていきたいと考えています。
専門的な知識や技能を学びながらサッカーに励む皆さんの姿は、多くの人々にスポーツの素
晴らしさを伝えるものだと思います。これからも大きな夢と高い目標を持ってチャレンジし、
サッカー、スポーツの発展に還元してほしいと期待しています。
けがと熱中症にはくれぐれも注意し、日頃の練習の成果を存分に発揮してください。そして、
フェアでリスペクトにあふれた素晴らしいプレーで、応援してくれる母校や仲間の期待に応え
てほしいと思っています。
最後になりましたが、本大会の開催にあたりご尽力賜りました静岡県、沼津市、裾野市、そ
して、県教育委員会、各市教育委員会の皆様に心から御礼申し上げます。

ご あ い さ つ

公益財団法人　日本サッカー協会

会　長 田 嶋 幸 三
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第 51 回全国高等専門学校体育大会が、全国から多数の参加者を得て、盛大に開催されますこ
とを心からお祝い申し上げます。

本大会は、高等専門学校教育の一環として、学生に広くスポーツ実践の機会を与え、技術の
向上とスポーツ精神の高揚を図り、心身ともに健康な学生を育成し、また、高等専門学校相互
の親睦を図ることを目的とした伝統ある大会であると伺っております。

今年は、ブラジルのリオデジャネイロでオリンピック・パラリンピック競技大会が開催され、
４年後の 2020 年には東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催されます。文部科学省
としましても、大会を成功させるため、選手の育成を図るとともにスポーツの促進に向けて全
力で取り組んで参りたいと思います。また、開催後も誰もがスポーツを身近に親しむことので
きる環境づくりを推進し、人と人との交流及び地域と地域との交流を促進していきたいと思い
ます。

選手の皆さん、いつも支えてくれている方々への感謝の気持ちを忘れず、日頃の練習の成果
を存分に発揮してください。そして、全国各地から集まった仲間との親睦を大いに深め、本大
会が生涯の思い出に残るすばらしい大会となることを願っています。

結びに、伝統ある本大会の開催、運営に御尽力されました関係の皆様方に敬意を表しますと
ともに、本大会の成功を祈念し、お祝いの言葉といたします。

祝 辞

文部科学大臣 馳 　 　  浩
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第 51 回全国高等専門学校体育大会が、「その努力が実る場所！」をスローガンに、８月 17 日
から東海北陸地区で開催されます。高専体育大会は教育の一環として高専生の心身の錬磨と人
格の陶冶並びに全国高専生の交流を目的に行われます。全国 57 校 62 キャンパスの高等専門学
校の選手諸君、指導教員をはじめ、多くの関係者をお迎えし、大会を開催できますことを喜び、
競技開催校を代表して心から歓迎申し上げます。

高等専門学校は、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力の育成を目的に 1962 年から全
国で設立され始め、現在創立 50 周年を順次迎えています。全国高等専門学校体育大会は、昨
年、第 50 回の節目を迎えました。実は、この全国高等専門学校体育大会の記念すべき第１回大
会は豊田高専が主管となって、1966 年にスタートしました。第 51 回の本体育大会は豊田高専
が第２回目の主管校として開催するものであり、新たなスタートを切ったという思いでありま
す。高専生の日ごろのクラブ活動は、社会のリーダーとして心身共に健全な人材の育成に大き
な役割を果しており、その活動の成果を競う本体育大会も歴史と伝統ある大会に発展してきて
います。

今年の大会は、東海北陸の各地及び神戸市の競技会場で 14 種の競技が行われます。それぞれ
の競技の開催担当校は、豊田工業高等専門学校（陸上競技、卓球、剣道）、鳥羽商船高等専門学
校（バスケットボール）、岐阜工業高等専門学校（バレーボール、テニス）、鈴鹿工業高等専門
学校（ソフトテニス）、石川工業高等専門学校（柔道）、福井工業高等専門学校（硬式野球）、沼
津工業高等専門学校（サッカー）、金沢工業高等専門学校（ハンドボール）、富山高等専門学校
射水キャンパス（バドミントン）、富山高等専門学校本郷キャンパス（水泳）及び神戸市立工業
高等専門学校（ラグビーフットボール）の計 10 高専 11 キャンパスとなっています。

本大会に出場する学生諸君は、地区大会を勝ち抜き、地区の代表選手として参加しています。
日ごろの鍛錬の結果を遺憾なく発揮して、正々堂々と全力を尽くして悔いのない闘いをして頂
きたいと願っています。また、この大会を通して、全国高専の仲間や競合相手とも親睦と交流
を深め、高専生間の絆を一層強くして頂ければ幸いです。
　
最後に、本大会を開催するにあたり、多大な御支援と御助力を賜りました関係諸機関・団体
並びに関係各位に心から感謝申し上げ、歓迎の挨拶といたします。

あ い さ つ

第 51 回全国高等専門学校体育大会

（豊田工業高等専門学校長）
実行委員長 髙 井 吉 明
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名 誉 会 長

会 長

副 会 長

顧 問

大 会 役 員

公益財団法人日本陸上競技連盟会長 横　川　　　浩

公益財団法人日本バスケットボール協会会長� 三　屋　裕　子

公益財団法人日本バレーボール協会会長� 木　村　憲　治

公益財団法人日本サッカー協会会長� 田　嶋　幸　三

公益財団法人日本ハンドボール協会会長� 渡　邊　佳　英

公益財団法人日本テニス協会会長� 畔　柳　信　雄

公益財団法人日本バドミントン協会会長� 綿　貫　民　輔

公益財団法人日本ラグビーフットボール協会会長� 岡　村　　　正

神戸市立工業高等専門学校長 山 﨑 聡 一

鈴鹿工業高等専門学校長/
鳥羽商船高等専門学校長�

新 田 保 次

石川工業高等専門学校長� 須 田 義 昭

岐阜工業高等専門学校長� 伊 藤 義 人

金沢工業高等専門学校長� ルイス・バークスデール

文部科学省スポーツ庁長官 鈴 木 大 地
公益財団法人日本体育協会会長� 張　　　富士夫
愛知県知事� 大 村 秀 章
三重県知事� 鈴 木 英 敬
富山県知事� 石 井 隆 一
福井県知事� 西 川 一 誠
岐阜県教育委員会教育長� 松 川 禮 子
静岡県教育委員会教育長� 木 苗 直 秀
福井県教育委員会教育長� 森 近 悦 治
岐阜市長� 細 江 茂 光
四日市市長� 田 中 俊 行
鳥羽市長 木　田　久主一

サレジオ工業高等専門学校長 小 島 知 博

富山高等専門学校長� 石 原 外 美

福井工業高等専門学校長� 松 田 　 理

沼津工業高等専門学校長� 藤 本 　 晶

豊田工業高等専門学校長� 髙 井 吉 明

文部科学省高等教育局長 常 盤 　 豊
一般財団法人全日本剣道連盟会長� 張　　　富士夫
岐阜県知事� 古 田 　 肇
静岡県知事� 川 勝 平 太
石川県知事� 谷 本 正 憲
愛知県教育委員会教育長� 平 松 直 巳
三重県教育委員会教育長� 山　口　千代己
石川県教育委員会教育長 田　中　新太郎
豊田市長� 太 田 稔 彦
鈴鹿市長� 末 松 則 子
伊勢市長� 鈴 木 健 一
沼津市長� 栗 原 裕 康

木更津工業高等専門学校長 前 野 一 夫
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裾野市長� 髙 村 謙 二
富山市長� 森 　 雅 志
射水市長� 夏 野 元 志
鯖江市長� 牧 野 百 男
津幡町長� 矢 田 富 郎
岐阜市教育委員会教育長� 早　川　三根夫
四日市市教育委員会教育長� 葛 西 文 雄
鳥羽市教育委員会教育長� 斎 藤 陽 二
裾野市教育委員会教育長� 風 間 忠 純
富山市教育委員会委員長� 若 林 啓 介
射水市教育委員会教育長� 長 井 　 忍
鯖江市教育委員会教育長� 辻 川 哲 也
神戸市教育委員会教育長� 雪　村　新之助
公益財団法人愛知県体育協会会長� 大 村 秀 章
公益財団法人静岡県体育協会会長� 川 勝 平 太
公益財団法人石川県体育協会会長� 谷 本 正 憲
公益財団法人名古屋市教育スポーツ協会理事長� 西 村 幸 久
岐阜市体育協会会長� 村 瀬 恒 治
NPO法人裾野市スポーツ協会会長� 鈴 木 啓 久
公益財団法人高岡市体育協会会長� 塩 谷 雄 一
金沢市体育協会会長� 米 沢 　 寛
公益社団法人越前市体育協会会長� 美 濃 美 雄
一般財団法人愛知陸上競技協会会長� 稲 垣 隆 司
岐阜県バレーボール協会会長� 武 藤 容 治
石川県柔道連盟会長� 西 　 恒 成
一般財団法人愛知県剣道連盟会長� 富 田 孝 夫
兵庫県ラグビーフットボール協会会長� 田 中 康 憲
岐阜県テニス協会会長� 大 友 克 之
一般社団法人富山県水泳連盟会長� 大 塚 重 英
三重県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部会長� 加 藤 幸 弘
豊田市卓球協会会長� 竹 内 敏 子
豊田市剣道連盟会長� 都 築 繁 雄
射水市バドミントン協会会長� 姫 野 洋 一

三島市長� 豊 岡 武 士
高岡市長� 高 橋 正 樹
金沢市長� 山 野 之 義
越前市長� 奈 良 俊 幸
豊田市教育委員会教育長� 福 嶋 兼 光
鈴鹿市教育委員会教育長� 長谷川　雅　人
伊勢市教育委員会教育長� 北 村 　 陽
沼津市教育委員会教育長� 服　部　裕美子
三島市教育委員会教育長� 西 島 玉 枝
高岡市教育委員会教育長� 氷 見 哲 正
金沢市教育委員会教育長� 野 口 　 弘
越前市教育委員会教育長� 中 島 和 則
津幡町教育委員会教育長� 吉 田 克 也
公益財団法人岐阜県体育協会会長� 小野木　孝　二
公益財団法人富山県体育協会会長� 石 井 隆 一
公益財団法人福井県体育協会会長� 西 川 一 誠
公益財団法人豊田市体育協会会長� 幸 村 的 美
NPO法人沼津市体育協会会長� 臼 井 勇 二
公益財団法人富山市体育協会会長� 塩 井 保 彦
公益財団法人射水市体育協会会長� 夏 野 元 志
一般社団法人鯖江市体育協会会長� 橋 本 智 之
一般社団法人津幡町体育協会会長� 塩 谷 　 優
三重県バスケットボール協会会長� 八 木 秀 行
三重県ソフトテニス連盟会長� 井　本　泰三朗
一般財団法人愛知県剣道連盟理事長� 大 嶽 將 文
一般財団法人静岡県サッカー協会会長� 岡 野 光 喜
石川県ハンドボール協会会長� 中 村 和 哉
富山県バドミントン協会会長� 綿 貫 民 輔
福井県高等学校野球連盟会長� 福 岡 愼 二
鈴鹿市ソフトテニス連盟会長� 川喜田　博　行
西三河剣道連盟会長� 渡 並 　 直
高岡市バドミントン協会会長� 佐 武 俊 作
富山市水泳協会会長� 大 塚 重 英

参 与
小山工業高等専門学校長 大久保　　　惠

宇部工業高等専門学校校長� 三 谷 知 世

八戸工業高等専門学校長� 岡 田 益 男

呉工業高等専門学校長� 森 野 数 博

群馬工業高等専門学校長� 西 尾 典 眞

高知工業高等専門学校長 濵 中 俊 一

函館工業高等専門学校長� 伹 野 　 茂

舞鶴工業高等専門学校長� 齋 藤 福 栄

久留米工業高等専門学校長� 三 川 譲 二

松江工業高等専門学校長� 井 上 　 明
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実 行 委 員 長

実 行 委 員 会

競 技 部
伊 藤 道 郎
大 橋 千 里
北 田 耕 司
山 本 浩 貴
山 田 英 生
小森田　　　敏
仁 木 康 浩
岩 竹 　 淳
青 木 宏 樹
麻 草 　 淳
黒 田 一 寿
宝 来 � � 毅
春 名 　 桂
加 藤 貴 英

日 比 端 洋
瀧 本 明 弘
島 田 　 茂
渡　邉　志保美
舩 越 一 彦

山 口 真 史
東 　 章 弘
久 世 早 苗
佐 藤 　 誠
重 永 貴 博
中 川 一 穂
高 津 浩 彰

部　長
副部長
〃
〃
〃
〃
委　員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

副部長
〃
〃
〃
〃
　
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

豊田工業高等専門学校体育主任
富山高等専門学校（射水）体育主任
石川工業高等専門学校体育主任
岐阜工業高等専門学校体育主任
鳥羽商船高等専門学校体育主任
神戸市立工業高等専門学校体育主任
富山高等専門学校（本郷）
石川工業高等専門学校
福井工業高等専門学校
岐阜工業高等専門学校
沼津工業高等専門学校
鈴鹿工業高等専門学校
神戸市立工業高等専門学校
豊田工業高等専門学校

豊富山高等専門学校（本郷）体育主任
金沢工業高等専門学校体育主任
福井工業高等専門学校体育主任
沼津工業高等専門学校体育主任
鈴鹿工業高等専門学校体育主任

金沢工業高等専門学校
福井工業高等専門学校
岐阜工業高等専門学校
沼津工業高等専門学校
鳥羽商船高等専門学校
神戸市立工業高等専門学校
豊田工業高等専門学校

副 委 員 長
石 原 外 美
須 田 義 昭
伊 藤 義 人
新 田 保 次
山 﨑 聡 一
安 藤 浩 哉

ルイス・バークスデール
松 田 　 理
藤 本 　 晶
新 田 保 次
塚 本 武 彦

富山高等専門学校長
石川工業高等専門学校長
岐阜工業高等専門学校長
鳥羽商船高等専門学校長
神戸市立工業高等専門学校長
豊田工業高等専門学校学生主事

金沢工業高等専門学校長
福井工業高等専門学校長
沼津工業高等専門学校長
鈴鹿工業高等専門学校長
豊田工業高等専門学校教務主事

委 員
青 山 晶 子
瀧 本 明 弘
辻 子 裕 二
芳 野 恭 士
下古谷　博　司
日 比 端 洋
瀧 本 明 弘
島 田 　 茂
渡　邉　志保美
舩 越 一 彦
伊 藤 道 郎
山 岸 　 徹
木 村 義 徳
大 山 正 人
深 津 一 也
佐々木　弘　司
山 田 　 豊
岩　崎　紀美枝
山 口 敏 也
梅 村 智 文
三 浦 栄 一

塚 田 　 章
川 原 繁 樹
久保田　圭　司
坂 牧 孝 規
寺 田 雅 裕
大 橋 千 里
北 田 耕 司
山 本 浩 貴
山 田 英 生
小森田　　　敏
林 　 興 一
村 松 　 薫
澤 田 利 夫
菅 野 敬 也
岸 田 正 則
石 田 芳 那
木 谷 理 恵
出 倉 義 昭
宇 野 裕 之
河 村 俊 男

富山高等専門学校（本郷）学生主事
金沢工業高等専門学校学生主事
福井工業高等専門学校学生主事
沼津工業高等専門学校学生主事
鈴鹿工業高等専門学校学生主事
富山高等専門学校（本郷）体育主任
金沢工業高等専門学校体育主任
福井工業高等専門学校体育主任
沼津工業高等専門学校体育主任
鈴鹿工業高等専門学校体育主任
豊田工業高等専門学校体育主任
金沢工業高等専門学校事務局長
福井工業高等専門学校事務部長
沼津工業高等専門学校事務部長
鈴鹿工業高等専門学校事務部長
豊田工業高等専門学校事務部長
富山高等専門学校（射水）学生課長
石川工業高等専門学校学生課長
岐阜工業高等専門学校学生課長
鳥羽商船高等専門学校学生課長
豊田工業高等専門学校学生課長

富山高等専門学校（射水）学生主事
石川工業高等専門学校学生主事
岐阜工業高等専門学校学生主事
鳥羽商船高等専門学校学生主事
神戸市立工業高等専門学校学生主事
富山高等専門学校（射水）体育主任
石川工業高等専門学校体育主任
岐阜工業高等専門学校体育主任
鳥羽商船高等専門学校体育主任
神戸市立工業高等専門学校体育主任
富山高等専門学校事務部長
石川工業高等専門学校事務部長
岐阜工業高等専門学校事務部長
鳥羽商船高等専門学校事務部長
神戸市立工業高等専門学校事務室長
富山高等専門学校（本郷）学務課長
金沢工業高等専門学校事務局庶務課長
福井工業高等専門学校学生課長
沼津工業高等専門学校学生課長
鈴鹿工業高等専門学校学生課長

豊田工業高等専門学校長 髙　井　吉　明
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種目別競技委員

豊田工業高等専門学校
豊田工業高等専門学校

鳥羽商船高等専門学校長
鳥羽商船高等専門学校
鳥羽商船高等専門学校

岐阜工業高等専門学校学生主事
鳥羽商船高等専門学校
岐阜工業高等専門学校
岐阜工業高等専門学校

鈴鹿工業高等専門学校
鈴鹿工業高等専門学校

サレジオ工業高等専門学校
豊田工業高等専門学校
豊田工業高等専門学校

石川工業高等専門学校
石川工業高等専門学校

豊田工業高等専門学校
豊田工業高等専門学校

福井工業高等専門学校
福井工業高等専門学校

新居浜工業高等専門学校
釧路工業高等専門学校
鈴鹿工業高等専門学校
沼津工業高等専門学校
沼津工業高等専門学校

神戸市立工業高等専門学校
近畿大学工業高等専門学校
大阪府立大学工業高等専門学校

金沢工業高等専門学校学生主事
金沢工業高等専門学校事務局長

岐阜工業高等専門学校教務主事
岐阜工業高等専門学校
岐阜工業高等専門学校

富山高等専門学校（射水）
富山高等専門学校（射水）
富山高等専門学校（射水）

富山高等専門学校長
富山高等専門学校（本郷）
富山高等専門学校（本郷）

豊田工業高等専門学校
豊田工業高等専門学校

東京都立産業技術高等専門学校
鳥羽商船高等専門学校

香川高等専門学校（高松）
岐阜工業高等専門学校
岐阜工業高等専門学校

鈴鹿工業高等専門学校
鈴鹿工業高等専門学校

豊田工業高等専門学校
豊田工業高等専門学校

石川工業高等専門学校

豊田工業高等専門学校
豊田工業高等専門学校

東京工業高等専門学校
福井工業高等専門学校

徳山工業高等専門学校
熊本工業高等専門学校（八代）
沼津工業高等専門学校
沼津工業高等専門学校

和歌山工業高等専門学校
奈良工業高等専門学校

金沢工業高等専門学校体育教員
金沢工業高等専門学校事務局

沼津工業高等専門学校
岐阜工業高等専門学校
岐阜工業高等専門学校

久留米工業高等専門学校
富山高等専門学校（射水）

大阪府立大学工業高等専門学校
富山高等専門学校（本郷）

伊 藤 道 郎
山 本 貴 正

新 田 保 次
出 江 幸 重
三重野　雄太郎

久保田　圭　司
重 永 貴 博
福 井 　 駿
北 川 輝 彦

宮 田 　 剛
甲 斐 穂 高

渡 邉 　 聡
伊 東 　 孝
藤 原 賢 二

畔 田 博 文
原 田 敦 史

兼 重 明 宏
大 原 雄 児

奥 村 充 司
辻 野 和 彦

安 藤 進 一
三 森 敏 司
民 秋 　 実
長 縄 一 智
山 崎 悟 史

小森田　　　敏
五十石　　　浩
上 村 匡 敬

瀧 本 明 弘
山 岸 　 徹

熊 﨑 裕 教
空 　 健 太
小 林 義 光

山　本　桂一郎
新 開 純 子
村 山 雅 子

石 原 外 美
高 廣 政 彦
仁 木 康 浩

犬 塚 勝 美
北 野 孝 志

門 多 嘉 人
吉　田　南穂子

中　瀬　巳紀生
和 田 　 清
黒 山 喬 允

大 貫 洋 介
岡 　 芳 樹

山 下 清 吾
田 中 貴 幸

小　村　良太郎

西 澤 　 一
河 野 託 也

鈴 木 智 之
青 木 宏 樹

藤 田 重 隆
渕 田 邦 彦
望 月 孔 二
駒 　 佳 明

森 岡 � � 隆
森 　 弘 暢

山 口 真 史
紺 谷 武 史

黒 田 一 寿
坂 部 和 義
高 橋 憲 吾

龍 頭 信 二
阿 蘇 　 司

西 　 高 志
間 中 　 淳

委 員
委 員

委 員
委 員

委 員
委 員
委 員

委 員
委 員

委 員
委 員

委 員

委 員
委 員

委 員
委 員

委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

委 員
委 員

委 員
委 員

委 員
委 員
委 員

委 員
委 員

委 員
委 員

陸上競技
委員長
委　員�

バスケットボール
委員長
委　員
委　員

バレーボール
委員長
委　員
委　員
委　員

ソフトテニス
委員長
委　員

卓　球
　
委　員
委　員

柔　道
委員長
委　員

剣　道
委員長
委　員

硬式野球
委員長
委　員

サッカー
委員長
委　員
委　員
委　員
委　員

ラグビーフットボール
委員長
委　員
委　員

ハンドボール
委員長
委　員

テニス
委員長
委　員
委　員

バドミントン
委員長
委　員
委　員

水　泳
委員長
委　員
委　員

競技専門部
委 員 長
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第51回（平成28年度）全国高等専門学校体育大会実施要項

１．開催趣旨
全国高等専門学校体育大会は，高等専門学校教育の一環として，学生に広くスポーツ実践の機会を与え，

技術の向上とスポーツ精神の高揚を図り，心身ともに健康な学生を育成するとともに高専相互の親睦を図
ることを目的として開催する。

２．主　　催
一般社団法人　全国高等専門学校連合会
公益財団法人　日本陸上競技連盟
公益財団法人　日本バスケットボール協会
公益財団法人　日本バレーボール協会
公益財団法人　日本サッカー協会
公益財団法人　日本ラグビーフットボール協会
公益財団法人　日本ハンドボール協会
公益財団法人　日本テニス協会
公益財団法人　日本バドミントン協会

３．主　　管
全国高等専門学校体育大会陸上競技専門部，全国高等専門学校体育大会バスケットボール競技専門部，
全国高等専門学校体育大会バレーボール競技専門部，全国高等専門学校体育大会ソフトテニス競技専門
部，全国高等専門学校体育大会卓球競技専門部，全国高等専門学校体育大会柔道競技専門部，全国高等
専門学校体育大会剣道競技専門部，全国高等専門学校体育大会野球競技専門部，全国高等専門学校体育
大会サッカー競技専門部，全国高等専門学校体育大会ラグビーフットボール競技専門部，全国高等専門
学校体育大会ハンドボール競技専門部，全国高等専門学校体育大会テニス競技専門部，全国高等専門学
校体育大会バドミントン競技専門部，全国高等専門学校体育大会水泳競技専門部，全国高等専門学校サッ
カー連盟，全国高等専門学校ハンドボール連盟，関西ラグビーフットボール協会

一般財団法人愛知陸上競技協会，三重県バスケットボール協会，岐阜県バレーボール協会，岐阜県テニ
ス協会，三重県ソフトテニス連盟，鈴鹿市ソフトテニス連盟，豊田市卓球協会，一般財団法人静岡県サッ
カー協会，兵庫県ラグビーフットボール協会，石川県ハンドボール協会，富山県バドミントン協会，富
山県水泳連盟

４．後　　援
文部科学省
公益財団法人日本体育協会，公益財団法人日本ソフトテニス連盟，公益財団法人日本卓球協会，公益財
団法人全日本柔道連盟，一般財団法人全日本剣道連盟，公益財団法人日本水泳連盟

愛知県，岐阜県，三重県，静岡県，富山県，石川県，福井県
愛知県教育委員会，岐阜県教育委員会，三重県教育委員会，静岡県教育委員会，石川県教育委員会，福
井県教育委員会，兵庫県教育委員会
名古屋市，豊田市，岐阜市，鈴鹿市，四日市市，伊勢市，鳥羽市，沼津市，裾野市，三島市，富山市，
高岡市，射水市，金沢市，鯖江市，越前市，津幡町
豊田市教育委員会，岐阜市教育委員会，鈴鹿市教育委員会，四日市市教育委員会，伊勢市教育委員会，
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５．担当地区　　東海北陸地区

６．担 当 校　　豊田工業高等専門学校

９．競技種目・競技日程・競技開催校・競技会場　　一覧表のとおり

11．競技方法　　各種目別競技実施要項による。

10．事 務 局
第 51 回全国高等専門学校体育大会事務局を，豊田工業高等専門学校内に置く。
各種目ごとの事務局は該当競技開催校に置く。

12．参加資格及び参加人数
全国高等専門学校体育大会実施規則（制定　平成 24 年６月15日）及び各種目別競技実施要項による。

13．表　　彰
全国高等専門学校体育大会実施規則（制定　平成 24 年６月15日）及び各種目別競技実施要項による。

７．開 催 校
富山高等専門学校，石川工業高等専門学校，福井工業高等専門学校，岐阜工業高等専門学校，
沼津工業高等専門学校，豊田工業高等専門学校，鳥羽商船高等専門学校，鈴鹿工業高等専門学校，�
金沢工業高等専門学校，神戸市立工業高等専門学校

８．大会期日
　平成28年８月17日㈬�～９月４日㈰
　平成29年１月４日㈬�～９日㈪
��（冬季は，ラグビーフットボール競技のみ）

鳥羽市教育委員会，沼津市教育委員会，裾野市教育委員会，三島市教育委員会，富山市教育委員会，高
岡市教育委員会，射水市教育委員会，金沢市教育委員会，鯖江市教育委員会，越前市教育委員会，神戸
市教育委員会，津幡町教育委員会

公益財団法人愛知県体育協会，公益財団法人岐阜県体育協会，公益財団法人三重県体育協会，公益財団
法人静岡県体育協会，公益財団法人富山県体育協会，公益財団法人石川県体育協会，公益財団法人福井
県体育協会，三重県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部，愛知県卓球協会，石川県柔道連盟，一般財
団法人愛知県剣道連盟，西三河剣道連盟，福井県高等学校野球連盟
公益財団法人名古屋市教育スポーツ協会，公益財団法人豊田市体育協会，岐阜市体育協会，一般財団法
人鈴鹿市体育協会，NPO法人四日市市体育協会，NPO法人沼津市体育協会，NPO法人裾野市スポーツ
協会，公益財団法人富山市体育協会，公益財団法人高岡市体育協会，公益財団法人射水市体育協会，金
沢市体育協会，一般社団法人鯖江市体育協会，公益財団法人越前市体育協会，一般社団法人津幡町体育
協会
豊田市剣道連盟，高岡市バドミントン協会，射水市バドミントン協会，富山市水泳協会
朝日新聞社，毎日新聞社，読売新聞社，産業経済新聞社，日本経済新聞社，日刊工業新聞社，㈱共同通
信社，文教ニュース社，NHK，中日新聞社，北國新聞社
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14．参加申込方法　　各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

15．競技の組合せ　　各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

16．選 手 の 変 更　　各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

20．宿　　舎　　宿舎の斡旋を希望する学校には，競技開催校で斡旋する。

17．開会式及び閉会式　　
⑴　総合開会式は実施しない。
⑵　種目別開会式及び閉会式については，各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

18．打合せのための時間　　
各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

19．分担金及び参加料　　
⑴　分担金
　分担金は，１キャンパス当たり 175,000 円とし，別途，一般社団法人全国高等専門学校連合会事
務局から請求書が送付されるので，それにより一般社団法人全国高等専門学校連合会事務局に納付
する。

⑵　参加料
ア．団体戦は，各種目別競技実施要項記載の金額とする。１チーム当たりの金額は，「1,800 円×最
大登録選手数」により積算する。（ただし，ラグビーフットボールは , １チーム当たり 33,250
円とする。）

イ．個人戦は，選手１人当たり 1,800 円とする。
ウ．団体戦に参加した選手が個人戦に参加する場合は，重複して参加料を徴収しない。
エ．納付は，各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。なお，既納の参加料は返
還しない。

21．個人情報の取扱い　　
⑴　競技結果について，個人名などをホームページ，報道等に公表して欲しくない者は，学校を通して
競技開催校事務局に申し出てください。事前に申し出のない場合は，公表します。

⑵　「独立行政法人等の保有する個人情報保護に関する法律」に基づき，大会参加申込書等により取得し
た個人情報は，大会運営，結果公表等の目的以外には使用いたしません。

22．そ の 他　　
⑴　選手の競技中の事故については，主催者側で応急処置を施すが，その後の処置は当該校で行うこと。
⑵　選手は，必ず健康保険証又はそれに代わるものを持参すること。
⑶　独立行政法人日本スポーツ振興センター所定の用紙を各学校で持参すること。
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第 51 回 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会
競技種目・競技日程・開催校・競技会場一覧表

担当校：豊田工業高等専門学校

競 技 種 目 競 技 日 程 開 催 校 競 技 会 場

陸上競技
平成28年�
８月24日㈬～25日㈭�
予備日：８月26日㈮

豊田工業高等専門学校 パロマ瑞穂スタジアム�
（名古屋市瑞穂公園陸上競技場）

バスケット
ボ ー ル

男

子
平成28年�
９月３日㈯～４日㈰ 鳥羽商船高等専門学校 三重交通グループ　スポーツの杜　伊勢�

（三重県営総合競技場）

女

子
平成28年�
９月３日㈯～４日㈰ 鳥羽商船高等専門学校 三重交通グループ　スポーツの杜　伊勢

（三重県営総合競技場）

バ レ ー
ボ ー ル

男

子
平成28年�
８月20日㈯～21日㈰ 岐阜工業高等専門学校 岐阜メモリアルセンター�

で愛ドーム・ふれ愛ドーム

女

子
平成28年�
８月20日㈯～21日㈰ 岐阜工業高等専門学校 岐阜メモリアルセンター�

で愛ドーム・ふれ愛ドーム

ソフトテニス 平成28年�
８月18日㈭～19日㈮ 鈴鹿工業高等専門学校 四日市ドーム

卓　　球 平成28年�
８月20日㈯～21日㈰ 豊田工業高等専門学校 スカイホール豊田　メインホール�

（豊田市総合体育館）

柔　　道 平成28年�
８月27日㈯～28日㈰ 石川工業高等専門学校 石川県立武道館

剣　　道 平成28年�
８月27日㈯～28日㈰ 豊田工業高等専門学校 スカイホール豊田　サブホール�

（豊田市総合体育館）

硬式野球 平成28年�
８月27日㈯～28日㈰ 福井工業高等専門学校 Ａ会場：丹南総合公園野球場�

Ｂ会場：鯖江市西山公園野球場

サッカー
平成28年�
８月20日㈯・21㈰�
　　・23日㈫・24日㈬
　　　　　　　（４日間）

沼津工業高等専門学校
Ａ会場：愛鷹広域公園�
　　　　多目的競技場・スポーツ広場�
Ｂ会場：裾野市運動公園�
　　　　陸上競技場

ラグビーフット
ボール

平成29年�
１月４日㈬・５日㈭�
　　・７日㈯・９日㈪
　　　　　　　（４日間）

神戸市立工業高等専門学校 神戸総合運動公園ユニバー記念競技場

ハンドボール 平成28年�
８月17日㈬～18日㈭ 金沢工業高等専門学校 いしかわ総合スポーツセンター

テ�ニ�ス 平成28年�
８月25日㈭～27日㈯ 岐阜工業高等専門学校 岐阜メモリアルセンター�

長良川テニスプラザ

バドミントン 平成28年�
８月20日㈯～21日㈰

富山高等専門学校�
（射水キャンパス） 高岡市民体育館

水　　泳 平成28年８月21日㈰ 富山高等専門学校�
（本郷キャンパス）

富山総合体育センタープール�
（屋内・長水路）



第51回　全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会　兼

第49回　全国高等専門学校サッカー選手権大会
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「第 49 回�全国高等専門学校サッカー選手権大会」がサッカーのメッカである静岡県にて開
催されることを心よりお喜び申しあげます。
本大会は、約半世紀の歴史を重ねる高等専門学校最高峰の大会であり、毎回、全国各地区の
予選を勝ち抜いた強豪 16 チームが、ハイレベルな試合を繰り広げております。
選手の皆さんには、フェアプレー精神のもと、日頃の練習で培ったものを存分に発揮してい
ただくとともに、観ている人々を魅了する熱い戦いを繰り広げていただきたいと思います。
さて、サッカー界においては、日本代表チームがハリルホジッチ監督のもと、2018FIFA ワー
ルドカップロシア大会に向け果敢な挑戦を繰り広げております。
近い将来、皆さんの中から世界の舞台で活躍する選手が誕生するのも夢ではなく、常に大き
な夢に向かって高い目標を持ち、練習に臨み、チームプレーや自身の技術向上に努め、決して
諦めることなく努力し続けていただきたいと思います。
サッカーには「夢」があります。
サッカーに「夢」みるひと、世界を「夢」みる皆さん、そんな皆さんに「夢」みるご家族。
私たちは、皆さんの抱いている「夢」の応援をお手伝いさせていただき、皆さん一人ひとりの
「ゴール」をアシストしていきたいと考えております。
本大会の開催にあたり、選手皆さんのご健闘を念願するとともに、多大なご支援、ご協力を
いただきました関係各位に心から感謝申しあげ、ご挨拶とさせていただきます。

歓迎のご挨拶

一般財団法人　静岡県サッカー協会

会　長 岡   野   光   喜
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式 典 次 第
開会式

閉会式

日 時
場 所

次 第

日 時
場 所

次 第

平成28年８月19日㈮16：30～
沼津工業高等専門学校（第２体育館）

１　開式通告
２　大会開会宣言
３　国歌斉唱
４　文部科学大臣杯返還・受賞章授与
５　日本サッカー協会優勝杯返還・受賞章授与
６　大会副実行委員長挨拶
７　静岡県サッカー協会会長挨拶
８　来賓祝辞（沼津市長）
９　選手宣誓
10　閉式通告

平成28年８月24日㈬決勝戦終了後
愛鷹広域公園（多目的競技場）

１　開式通告
２　成績発表
３　優勝チーム表彰・文部科学大臣杯・優勝杯・メダル授与
４　準優勝チーム表彰・メダル授与
５　フェアプレーチーム・優秀選手発表
６　大会講評
７　大会副実行委員長挨拶
８　大会終了宣言
９　閉式通告
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１．主 催

２．主 管

３．後 援

４．大 会 期 日

５．大 会 会 場

６．参 加 資 格

７．競 技 規 則

８．競 技 方 法

一般社団法人全国高等専門学校連合会，公益財団法人日本サッカー協会

全国高等専門学校体育大会サッカー競技専門部
全国高等専門学校サッカー連盟
一般財団法人静岡県サッカー協会
沼津工業高等専門学校

文部科学省，公益財団法人日本体育協会，
静岡県，静岡県教育委員会，公益財団法人静岡県体育協会，沼津市，
沼津市教育委員会，NPO法人沼津市体育協会，裾野市，裾野市教育委員会，
NPO法人裾野市スポーツ協会，三島市，三島市教育委員会

平成28年８月20日㈯・21日㈰・23日㈫・24日㈬の４日間

Ａ会場：愛鷹広域公園（静岡県沼津市足高202���電話055-924-8878）
　　　　　多目的競技場（A1）
　　　　　スポーツ広場（A2）
Ｂ会場：裾野市運動公園（静岡県裾野市今里1616-1��電話055-997-7277）
　　　　　陸上競技場

⑴　公益財団法人日本サッカー協会に登録（第一種）し，全国高等専門学校サッ
カー連盟に加盟している高等専門学校のチームであり，その団体の一員と
して個人登録された学生に限る。

⑵　外国人留学生および編入学生のエントリー数は６名以内とする。そのうち
で同時に試合に出場できるのは３名以内とする。

⑴　公益財団法人日本サッカー協会サッカー競技規則（2016年度）並びに本大
会実施要項による。

⑵　競技開始前に最大限９名までの交代要員の氏名を通告しておき，そのうち
から６名まで交代することができる。

⑶　退場を命じられた者は，次の１試合に出場できない。それ以後の処置につ
いては本大会の規律委員会で決定する。
なお，本大会中，警告を２度受けた競技者は，次の１試合に出場できない。

⑴　トーナメント方式とする。
⑵　試合時間は80分間とし，勝敗が決しないときは20分間延長を行う。それで

もなお決しないときは，PK方式により勝敗を決定する。
なお，ハーフタイムのインターバルは10分とする。

⑶　決勝戦は，原則として勝敗が決定するまで延長を行う。ただし，健康上，
続行が不可能と判断された場合は，PK方式により優勝チームを決める。
なお，この判断は大会本部と主審の協議により行う。

第51回　全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会　兼
第49回　全国高等専門学校サッカー選手権大会実施要項
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⑷　３位決定戦は行わず，両校共に３位とする。

使用するピッチは，天然芝または人工芝とする。人工芝ピッチを使用する場合
は，FIFAのサッカー芝品質コンセプトまたはJFA�ロングパイル人工芝ピッチ公
認基準を満たさなくてはならない。ただし，人工芝ピッチの使用は，２回戦ま
での最大６試合とし，同一チームが連続して使用しないものとする。

１チーム36,000円とする。

各地区から選出する代表校は次の16校とする。
北海道地区　１校　　東北地区　２校　　北信越地区　　２校
関東地区　　２校　　東海地区　１校　　関西地区　　　１校
中国地区　　２校　　四国地区　２校　　九州沖縄地区　２校
開催校　　　１校

チームは引率者１名，監督１名，主務１名，選手20名を限度とする。

平成28年７月30日㈯
全国高専サッカー大会の開催校において，全国高専サッカー連盟の責任抽選に
より決定する。

⑴　優勝以下３位までの入賞校には，賞状を授与する。
⑵　優勝チームには，文部科学大臣杯および日本サッカー協会杯を授与し，次

回まで保持させる。
⑶　優勝チーム，準優勝チームおよび３位チームの選手には，メダルを授与す

る。
⑷　優秀選手には，記念品を授与する。
⑸　本大会規定により，フェアプレーチームに該当するチームにはフェアプレー

賞を授与する。

⑴　申込みは所定の申込書により作成し，下記（ア）には地区予選成績ととも
に申込書原本を，（イ）には申込書のコピー（FAX・PDF送信でもよい）の
みを，それぞれ宛に書留郵便により送付すること。
なお，参加料は，参加申込と同時に下記⑶の振込口座へ納入すること。

⑵　申込先
　（ア）���〒410-8501�沼津市大岡3600
　　　　沼津工業高等専門学校学生課内
　　　　第51回全国高等専門学校体育大会

第49回全国高等専門学校サッカー選手権大会事務局
TEL：055-926-5734　FAX：055-926-5882
E-Mail：gakusei@numazu-ct.ac.jp

　（イ）���〒916-8507　福井県鯖江市下司町
　　　　福井工業高等専門学校
　　　　全国高等専門学校サッカー連盟　監事　長水壽寛

TEL:�0778-62-8231　FAX:�0778-62-3417
E-Mail：nagamizu@fukui-nct.ac.jp

９．ピ ッ チ

10．参 加 料

11．参 加 校

12．チーム人員

13．組 合 せ

14．表 　 　 彰

15．参 加 申 込
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⑶　振込先
　　振込口座　金融機関名：スルガ銀行　長泉支店

預金種目：普通預金
口座番号：3538787
口 座 名：全国高専体育大会

沼津高専学生課長　宇野裕之
（フリガナ）ゼンコクコウセンタイイクタイカイ　ヌマヅ
　　　　　コウセンガクセイカチョウ　ウノヒロユキ

⑷　申込期限
　　平成28年７月27日㈬（必着とする）

⑴　日　時　平成28年８月19日㈮　14：00～
なお，終了後，引続き全国高等専門学校体育大会サッカー競技専
門部会議，兼全国高等専門学校サッカー連盟総会を開催する。

⑵　場　所　沼津工業高等専門学校�共通教室３
⑶　出席者　監督及び主将

⑴　開会式　平成28年８月19日㈮　16：30～
沼津工業高等専門学校　第２体育館

⑵　閉会式　平成28年８月24日㈬　決勝戦終了後
愛鷹広域公園（静岡県沼津市足高202���電話055-924-8878）
多目的競技場

宿舎の斡旋を希望する学校には，競技開催校で斡旋する。

⑴　ユニフォーム（シャツ，ショーツ，ストッキング）は正のほかに，副とし
て正と異なる色のユニフォーム（シャツ，ショーツ，ストッキング）を参
加申込書に記載し，必ず携行すること。ユニフォームの参加申込以後の変
更は認めない。なお，背番号の変更も認めない。

⑵　審判と同一色または類似（黒および濃紺）のユニフォームのシャツを用い
ることはできない。ゴールキーパーについても同様である。なお，第三者
のための広告表示を行ったユニフォームの着用は認めない。

⑶　背番号は，必ず参加申込書に登録された選手固有の番号を付けること。大
きさは縦25㎝程度，横はこれに比例して適当な大きさで，番号は見やすい
ものとする。なお，背番号は１番から20番までの通し番号とすること。副
のユニフォームも同様である。ユニフォームのシャツが縞（縦縞も横縞も）
の場合は，白布地（縦30㎝×横30㎝）に背番号を付け，分かりやすくする
こと。

⑷　記録をより正確にするため，また，報道関係者のために，“シャツ前面”に
縦10㎝程度の番号（背番号と同一番号）を付けなければならない。また，�
“ショーツ前面の右側または左側”には縦10㎝程度の番号（背番号と同一番
号）を付けることが望ましい。

⑸　参加資格に違反し，その他不都合な行為のあったときは，そのチームの出
場を停止する。

⑹　登録選手の変更は３名以内とし，所定の用紙（選手登録変更届用紙）に記
入し，監督主将会議当日，原本およびコピー25部を提出すること。

16．監督主将会議

17．開会式,閉会式

18．宿 　 　 舎

19．そ の 他
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⑺　参加申込書の位置（ポジション）については，GK，DF，MF，FWと記入
すること。

⑻　大会期間中の負傷者については，開催校が応急処置を施すが，その後の処
置は当該校で行うこと。

⑼　本大会の登録選手は，公益財団法人日本サッカー協会選手証と健康保険証
および独立行政法人日本スポーツ振興センター所定の用紙を持参すること。
試合前のメンバー表提出のとき，出場選手全員の「選手証」を一緒に提出
すること。「選手証」を提出しない選手は，試合に出場できない。

⑽　大会出場者で，ホームページや報道等に個人名を公表して欲しくない者は
学校を通して大会事務局事務局（gakusei@numazu-ct.ac.jp）に申し出るこ
と。事前に申し出がない場合は公表する。大会参加に際して提供される個
人情報は，本大会活動に利用するものとし，これ以外の目的に利用するこ
とはない。

⑾　荒天・雷・震災等，不測の事態が発生した場合は，競技委員長，競技副委
員長および主管県サッカー協会審判委員長で協議し，対処する。

〒410-8501�沼津市大岡3600
沼津工業高等専門学校学生課内
第51回全国高等専門学校体育大会
第49回全国高等専門学校サッカー選手権大会事務局
TEL：055-926-5734　FAX：055-926-5882
E-Mail：gakusei@numazu-ct.ac.jp

参加校について
各地区からの参加校数は次のとおりとする。
⑴　各地区から選出される代表校の総数を16校とする。
⑵　各地区から選出される代表校数は，次のとおり
1　毎年，代表校数が固定されている地区
　　北海道地区１校，関東地区２校，中国地区２校，九州沖縄地区２校
2　₁年ごとに代表校数が変動する地区
　a）　�東北地区，北信越地区，関西地区

この３地区は固定として，それぞれの地区に１校を配し，更に２校
をこの３地区に配分する。この２校を配分する順序は，

　　　　→　東北地区　→　北信越地区　→　関西地区　→

　����　注：平成28年度は東北地区と北信越地区が２校
�b）　�東海地区，四国地区には固定としてそれぞれの地区に１校を，更に��
１校をこの地区に交互に配する。　

　　　注：平成28年度は四国地区が２校

3　したがって，平成28年度第51回全国高等専門学校体育大会の各地区か
らの代表校数は，次のとおりとなる。
北海道地区　１校，関東地区　２校，中国地区　２校��  固 定 区
九州沖縄地区２校��  固 定 区
東北地区　　２校，北信越地区２校，関西地区　１校��  変動ａ区
東海地区　　１校，四国地区　２校，��  変動ｂ区
開催校　　　１校

20．大会事務局

21．参 　 　 考
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名 誉 会 長

会 長

副 会 長

顧 問

参 与

委 員 長

副 委 員 長

委 員

田嶋　幸三（日本サッカー協会）

前野　一夫（全国高等専門学校連合会会長）

迫原　修治（新居浜工業高等専門学校長・全国高等専門学校サッカー連盟会長）
藤本　　晶（沼津工業高等専門学校長）
岡野　光喜（静岡県サッカー協会会長）

小島　知博（サレジオ工業高等専門学校長・
　　　　　　　　　　　　　全国高等専門学校連合会競技専門委員会委員長）

杉山　隆一・髙田　　稔・山本　昌邦（静岡県サッカー協会副会長）

岡田　武史・村井　　満・馬渕　明子（日本サッカー協会副会長）

安藤　進一（全国高等専門学校体育大会サッカー競技専門部委員・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国高等専門学校サッカー連盟役員）
竹山　勝自（静岡県サッカー協会　専務理事）
芳野　恭士（沼津工業高等専門学校学生主事）

藤田　重隆・三森　敏司・渕田　邦彦・加藤　隆弘・長水　壽寛・豊島　　晋
藤原　和彦・米村　恵一・井林　　康・民秋　　実・幸田　三広・福島　英倫
渡辺　哲也
　　　　　（全国高等専門学校体育大会サッカー競技専門部委員・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国高等専門学校サッカー連盟役員）
小里　　広・松本左千夫・納谷　義郎・井田　勝通・興津　純男・西田　在賢
岡本　知之・岩崎　清悟・南谷　光一・滝本義三郎・澤田　嘉男・綾部美知枝
深田　　徹・大石　　剛・斎藤　　誠・半田　悦子・膳亀　信行・齊藤　俊秀
竹内　圭介・服部　年宏・服部　康雄・長野　哲久・増田　　誠・浅井　政則
　　　　　　　　　　（静岡県サッカー協会常務理事・評議員・理事・監事）
望月　孔二・長縄　一智・駒　　佳明・山崎　悟史・新井　貴司・高田　陽一
　　　　　　　　　　　　　　　　（沼津工業高等専門学校サッカー部顧問）

大 会 役 員
（敬称略・順不同）
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競 技 委 員 長

副 委 員 長

委 　 　 員
　 　 　

審 判 委 員 長

副 審 判 長

委 　 　 員

規 律 委 員 長

副 委 員 長

委 　 　 員

安藤　進一（全国高等専門学校体育大会サッカー競技専門部委員長）

藤田　重隆（全国高等専門学校サッカー連盟副委員長）
三森　敏司（全国高等専門学校サッカー連盟副委員長）
渕田　邦彦（全国高等専門学校サッカー連盟副委員長）
竹山　勝自（静岡県サッカー協会専務理事）

加藤　隆弘・長水　壽寛・豊島　　晋・藤原　和彦・米村　恵一・井林　　康
民秋　　実・幸田　三広・福島　英倫・渡辺　哲也
　 　 　（全国高等専門学校体育大会サッカー競技専門部委員・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国高等専門学校サッカー連盟役員）
望月　孔二・長縄　一智・駒　　佳明・山崎　悟史・新井　貴司・高田　陽一
　　　　　　　　　　　　　　　　（沼津工業高等専門学校サッカー部顧問）

小川　佳実（日本サッカー協会審判委員会委員長）

渡辺　裕年（静岡県サッカー協会審判委員長）

静岡県サッカー協会審判員

安藤　進一（全国高等専門学校体育大会サッカー競技専門部委員長）

竹山　勝自（静岡県サッカー協会専務理事）

藤田　重隆・三森　敏司・渕田　邦彦・加藤　隆弘・長水　壽寛・豊島　　晋
藤原　和彦・米村　恵一・井林　　康・民秋　　実・幸田　三広・福島　英倫
渡辺　哲也（全国高等専門学校サッカー連盟役員）

競 技 役 員
（敬称略・順不同）
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全国高等専門学校サッカー連盟規約 
第１章　総則
（名称）
第１条　この連盟は、全国高等専門学校サッカー連盟という。
第２条　この連盟は、公益財団法人日本サッカー協会（以下、日本サッカー協会）統括のもと、一
般社団法人全国高等専門学校連合会（以下、全国高等専門学校連合会）と緊密な連携及び指導を
受けながら活動する。
第３条　この連盟の事務局は、全国高等専門学校サッカー連盟委員長の勤務先に置く。
第２章　目的
（目的）
第４条　この連盟は、加盟校相互の連絡、協調を図り、高等専門学校におけるサッカーの総合的発
展に資することを目的とする。
第３章　事業
（事業）
第５条　この連盟は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
一　日本サッカー協会及び全国高等専門学校連合会の共催する全国高等専門学校サッカー選手権
大会（以下「全国大会」という）への協力
二　前号の大会に対する日本サッカー協会、その他からの補助金の受領とそれに基づく大会への
助成
三　高等専門学校のサッカーの研修交流に関する事項
四　その他、この連盟の目的達成に必要な事項
第４章　組織
（組織）
第６条　この連盟は、日本サッカー協会寄付行為細則第２条に基づく第１種に加盟した全国の国公
私立高等専門学校チームで、第４条の目的を達成するに必要な条件を備えたチームで組織する。
第５章　役員
（役員）
第７条　この連盟に次の役員を置く。
一　会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１名
二　委員長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１名
三　副委員長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若干名
四　委員（各地区代表委員９名及び会長推薦委員８名以内）　17 名以内
五　監事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１名
六　顧問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若干名
（会長）
第８条　会長は、全国高等専門学校サッカー連盟委員長の所属する学校の校長とする。
２　会長は、この連盟の業務を統括し、この連盟を代表する。
（委員長、副委員長及び監事）
第９条　委員長、副委員長及び監事は、全国高等専門学校サッカー連盟会議において互選で決め、
日本サッカー協会の承認を受ける。
（各地区の代表委員）
第10条　第７条第四号の各地区代表委員は、北海道、東北、北信越、関東、東海、関西、中国、四
国、九州の各地区から１名ずつ選出される者とする。
（顧問）
第11条　この連盟に、連盟会議の推薦に基づき、顧問を置く。
（役員の任期）
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第12条　役員の任期は２年とし、再任を妨げない。
２　補欠により選出された役員の任期は、前任者の残任期間とする。
（連盟会議）
第13条　連盟会議は、第７条で定めた役員で構成する。
第14条　連盟会議は、次に定める事項を審議決定する。
一　役員の選出
二　事業計画
三　予算並びに決算
四　本規約の改廃
五　その他連盟運営に関し、議決を要する重要事項
第６章　会計
（加盟費）
第15条　この連盟の加盟費は次のとおりとする。
一　チーム加盟費として、１チーム 5,000 円
二　個人加盟費として、協会登録選手一人 300 円
（連盟費）
第16条　この連盟の連盟費は、次に掲げるもので支弁する。
一　加盟費
二　事業収入
三　寄付金
四　その他
（使途）
第17条　この連盟の経費は、第５条に掲げる事業を行う場合に使用する。
（旅費）
第18条　連盟会議に出席する役員の旅費（交通費、日当）は日本サッカー協会旅費規程に準じ、必
要に応じて連盟費から支給する。
（会計年度）
第19条　この連盟の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。
第７章　部会
（部会）
第20条　この連盟の業務処理のため総務部会を置く。
２　総務部会は、第５条に掲げる事項の具体的な運営について審議する。
３　総務部会は、次の役員で構成する。
一　委員長
二　副委員長
三　その他委員長が必要と認めた者
第21条　この連盟は必要に応じて専門部会を置くことができる。
２　専門部会に関し、必要な事項は別に定める。
第８章　表彰
（表彰）
第22条　この連盟の活動に対して顕著な功績のあった個人・団体を表彰する。
附　則
本規約は、平成13年８月３日より実施する。
本規約は、平成15年８月６日より改正実施する。
本規約は、平成23年４月10日より改正実施する。
本規約は、平成24年８月１日より改正実施する。

9 
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13

14

15

16

都　　　　　城

石　　　　　川

近 畿 大 学

新 　 居 　 浜

東　　　　　京

八　　　　　戸

大 島 商 船

豊　　　　　田

鹿 　　児　　島

阿　　　　　南

松　　　　　江

長　　　　　岡

茨　　　　　城

沼　　　　　津

苫　　小　　牧

福　　　　　島

（九州沖縄２）

（北 信 越２）

（関　　　西）

（四　　国１）

（関　　東２）

（東　　北１）

（中　　国A）

（東　　　海）

（九州沖縄１）

（四　　国２）

（中　　国Ｂ）

（北 信 越１）

（関　　東１）

（開　催　校）

（北　海　道）

（東　　北２）

1 

2

3

4

5

6

7

8

8/20 ㈯

①    9：30

①  12：00

②  12：00

②    9：30

①  12：30

①  10：00

①  10：00

②  14：30

③  14：30

③  12：00

③    9：30

②  10：00

②  12：30

①  12：30

①  10：00

8/21 ㈰ 8/23 ㈫ 8/24 ㈬
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②    9：30
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8/21 ㈰ 8/23 ㈫ 8/24 ㈬

第51回　全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会
第49回　全国高等専門学校サッカー選手権大会組合せ表

開 会 式：平成28年８月19日㈮　16：30～
於 ：沼津工業高等専門学校　第２体育館

試合会場：①　愛鷹広域公園　多目的競技場　（Ａ１会場）
　　　　　②　愛鷹広域公園　スポーツ広場　（Ａ２会場）
　　　　　③　裾野市運動公園　陸上競技場　（Ｂ会場）

閉 会 式：８月24日㈬　決勝戦終了後
於 ：愛鷹広域公園　多目的競技場
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●北海道代表　苫小牧工業高等専門学校（16回出場）
引 率 教 員

中 村 　 努

監　　督

大 橋 智 志

主　　将

島 本 裕 基

主　　務

作 田 小 夏

プロフィール

私たち苫小牧高専サッカー部は、北海道予選を勝ち
抜き３年連続の全国大会出場を果たしました。全国大
会では、日頃のトレーニングの成果を十分に発揮し、
全国の舞台でひとつでも多く勝てるよう、チーム一丸
となって最後まで戦います。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 GK 金 橋 　 遼 3 176 65
2 DF 若 生 憲 明 5 181 66
3 DF 寿 崎 泰 佑 5 181 68
4 DF 西 谷 　 優 4 170 60
5 DF 湧 川 拓 実 4 175 63
6 MF 松 重 英 樹 4 169 65
7 MF 島 本 裕 基 5 179 66
8 FW 石 川 湧 大 5 167 70
9 FW 前 出 歩 希 4 172 79

10 MF 渡 邊 　 粒 5 168 63
11 FW 請 川 和 哉 4 172 63
12 MF 長 内 雄 吾 4 170 60
13 FW 川 崎 海 斗 2 173 65
14 MF 宮 原 佑 輔 2 164 57
15 MF 髙 橋 友 喜 1 174 68
16 DF 下 村 星 希 1 164 52
17 DF 江 崎 　 周 5 175 62
18 FW 側 　 賢 矢 1 159 48
19
20

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 赤 白 緑 黄

ショーツ 赤 紺 緑 黄

ストッキング 赤 紺 緑 黄

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/9
リーグ戦
１日目

第１試合
苫小牧 ２ ０ 函館 函館フットボール

パーク

7/9
リーグ戦
１日目

第４試合
苫小牧 ４ １ 釧路 函館フットボール

パーク

7/10
リーグ戦
２日目

第２試合
苫小牧 ９ ０ 旭川 函館フットボール

パーク
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●東北第一代表　八戸工業高等専門学校（13回出場）
引 率 教 員

沢 村 利 洋

監　　督

赤 坂 　 徹

主　　将

高 橋 智 樹

主　　務

鶴 ヶ 﨑 彩 音

プロフィール

八戸高専は、ここ数年、部員数が増加傾向にあり、
少しずつですが選手層に厚みが出てきました。チーム
の雰囲気は明るく、試合中は声で盛り上げることを大
切にしています。今年は 21 年ぶりに東北地区で優勝
しました。全国大会出場は、昨年に引き続き２年連続
となりますが、東北地区優勝チームとして、勇往邁進
の気持ちで一試合一試合大切に戦い、東北の存在感を
示したく思っています。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 GK 野 崎 純 平 5 174 65
2 DF 村 田 　 翼 3 170 63
3 DF 吉 村 　 悠 5 178 67
4 DF 高 橋 智 樹 5 173 73
5 DF 中 村 圭 吾 3 166 55
6 MF 工 藤 雄 太 5 173 69
7 DF 奈 良 陽 海 3 175 70
8 MF 木 村 匡 伯 3 165 58
9 FW 工 藤 　 綾 3 175 63

10 FW 宮 﨑 　 翔 3 164 55
11 FW 山 村 優 太 3 174 71
12 DF 高 嶋 慧 周 3 173 69
13 DF 佐 藤 一 真 4 176 67
14 MF 山 本 　 光 2 167 55
15 FW 宮 　 也 晋 2 167 66
16 MF 藤 田 唯 斗 1 167 54
17 GK 田 中 大 貴 3 176 70
18 DF 立 花 呼 人 2 175 52
19 FW 畑 中 惇 介 1 172 60
20 DF 向 山 渓 太 5 168 56

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 赤 白 緑 灰

ショーツ 赤 白 緑 灰

ストッキング 赤 白 緑 灰

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/2 予選リーグ戦 八戸 ２
１-０

０ 仙台名取 五戸ひばり野運動
公園サッカー場１-０

7/2 予選リーグ戦 八戸 １
１-０

１ 秋田 五戸ひばり野運動
公園サッカー場０-１

６PK５

7/3 決勝戦 八戸 ２
１-１

１ 福島 五戸ひばり野運動
公園サッカー場１-０
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●東北第二代表　福島工業高等専門学校（８回出場）
引 率 教 員

山之内　正　司

監　　督

豊 島 　 晋

主　　将

中 村 誓 人

主　　務

北 郷 真 理

プロフィール

私たち福島高専サッカー部は初の２年連続全国大会
出場を果たしました。その原動力となったものは、サッ
カーを好きな気持ちと大切な仲間の存在です。 
　休日もグラウンドへ足を運び、ボールを蹴る姿が、
走る姿がありました。その姿は日を重ねるごとに増え
ていき、気づくとそこにはいつも仲間たちがいました。
ずっと、このメンバーでサッカーをしていたい。その
ために私たちは勝利を目指します。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 DF 神 永 史 哉 5 175 62
2 MF 村 上 紀 康 5 172 63
3 DF 佐 川 貴 俊 3 184 68
4 FW 平 井 春 陽 2 180 67
5 MF 阿 部 　 望 2 178 72
6 DF 野 口 耕 平 5 180 58
7 DF 佐 藤 広 樹 5 173 63
8 MF 岡 部 祐 磨 3 170 61
9 FW 末 永 清 也 5 168 63

10 MF 中 村 誓 人 5 172 64
11 MF 山 本 龍 一 5 164 58
12 GK 黒 澤 　 翔 5 184 69
13 FW 金 澤 脩 平 5 176 65
14 FW 板 橋 厚 弥 3 173 71
15 FW 久保田　規　敬 3 167 64
16 MF 蛭 田 海 斗 1 162 54
17 MF 渡 邊 直 樹 3 175 59
18 FW 左 部 晃 司 4 160 55
19 DF 安 斉 太 啓 1 165 51
20 FW 佐 藤 圭 太 2 169 60

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 黄 灰 緑 赤

ショーツ 黄 紺 緑 赤

ストッキング 黄 紺 緑 赤

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/2 予選リーグ戦 福島 ２
０-０

０ 鶴岡 五戸ひばり野運動
公園サッカー場２-０

7/2 予選リーグ戦 福島 ４
２-０

１ 仙台広瀬 五戸ひばり野運動
公園サッカー場２-１

7/3 決勝戦 福島 １
１-１

２ 八戸 五戸ひばり野運動
公園サッカー場０-１
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●関東第一代表　茨城工業高等専門学校（29回出場）
引 率 教 員

関 口 直 俊

監　　督

佐 藤 桂 輔

主　　将

伊　勢　遼太郎

主　　務

三 瓶 祐 香

プロフィール

11 年連続 29 回目の出場です。昨年は 1 回戦で敗
れ悔しい思いをしました。その悔しさをバネに 1 年間
練習に取り組んできました。今年は守備の意識をチー
ムで統一させ、昨年よりも成長したチームになってい
ると思います。チームを支えてくれた方々に恩返しを
するためにも優勝を目指して頑張ります。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 GK 伊　勢　遼太郎 5 170 60
2 DF 片 岡 裕 樹 5 168 60
3 DF 井 川 拓 海 4 175 65
4 DF 森 住  啓 5 168 62
5 DF 井 坂 侑 生 3 173 55
6 MF 武 田 真 範 5 158 50
7 MF 菅 井 　 航 4 175 60
8 MF 真 鍋 圭 佑 5 168 60
9 FW 赤 城 宗 士 4 165 55

10 MF 松　井　佑之介 5 163 52
11 MF 友 村 水 紀 5 168 55
12 FW 大 谷 　 翔 3 166 55
13 FW 片 根 弘 登 4 173 56
14 DF 関 根 雄 大 5 173 63
15 DF 大 武 侑 平 4 168 56
16 MF 勝 山 修 平 3 160 45
17 GK 新 井 良 弥 4 162 57
18 DF 野々村　　　翔 3 166 55
19 MF 小 野 智 洋 2 163 55
20 MF 清　水　雄一郎 5 163 44

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 白 えんじ 黄 緑

ショーツ 白 黒 黄 緑

ストッキング 白 えんじ 黄 緑

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/16 １ 茨城 ２
０-０

１ 群馬 駒沢公園
２-１

7/17 準決勝 茨城 ２

１-０

１ 木更津 駒沢公園
０-１
１-０
０-０

7/17 決勝 茨城 ４
２-１

１ 東京 駒沢公園
２-０
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●関東第二代表　東京工業高等専門学校（16回出場）
引 率 教 員

志 村 　 穣

監　　督

竹 内 孝 行

主　　将

松 尾 要 佑

主　　務

原 島 朋 美

プロフィール

２年ぶり 16 回目の全国大会出場となります。昨年
度は地区大会準決勝で敗れ、非常に悔しい思いをしま
した。今年は大幅にメンバーが変わり、地区大会は若
いチームでの戦いとなりました。関東大会は決勝で敗
れ準優勝でしたが、まずは目の前の１試合を戦い抜き、
９年ぶりの全国大会勝利を目指します。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 GK 長谷部　佑　弥 4 173 74
2 DF 橋 本 　 龍 2 171 65
3 DF 中 島 隆 裕 2 170 55
4 DF 松 尾 要 佑 3 165 68
5 DF 江 口 春 紀 4 180 61
6 MF 渡 部 遥 平 4 163 62
7 FW 笹 谷 雄 作 4 169 58
8 MF 谷 崎 栄 俊 1 160 52
9 FW 佐 藤 　 響 2 160 48

10 FW 田 島 和 真 5 171 55
11 FW 山 田 優 樹 5 167 56
12 DF 松 本 陽 佑 4 172 65
13 MF 日 高 諒 久 1 164 49
14 DF 堀 　 太 樹 4 176 56
15 DF 山 田 　 錦 4 182 65
16 FW 川 晃聖 ジョゼ 3 180 66
17 GK 柁 原 　 岳 2 167 56
18 MF 秋 元 啓 吾 2 163 50
19 DF 青 木 隼 也 1 170 63
20 DF 佐 藤 友 介 1 174 58

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 赤 青 灰 黄

ショーツ 黒 白 灰 黄

ストッキング 黒 青 灰 黄

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/16 １回戦 東京 ６
３-０

０ 産技荒川 駒沢オリンピック
公園総合運動場３-０

7/17 準決勝 東京 ３
２-０

１ 小山 駒沢オリンピック
公園総合運動場１-１

7/17 決勝 東京 １
１-２

４ 茨城 駒沢オリンピック
公園総合運動場０-２
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●北信越第一代表　長岡工業高等専門学校（３回出場）
引 率 教 員

中　山　雅友美

監　　督

村 上 祐 貴

主　　将

小 林 瑞 樹

主　　務

藤 間 　 楓

プロフィール

長岡高専は 18 年ぶりの全国大会出場となり、1973
年の予選方式となってから初めての北信越大会優勝と
なりました。私たちの持ち味は、地区大会を通して１
失点しか許さなかった粘り強い守備と誰が得点を決め
てもおかしくないような自由な攻撃スタイルです。全
国大会では、試合を見ている方が面白いと思ってもら
えるようなサッカーを見せたいです。北信越地区の代
表として、地区大会で戦った選手たちの分まで精一杯
プレーします。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 GK 藤 井 洋 一 5 170 62
2 DF 加 藤 秀 幸 4 172 63
3 DF 高 頭 拓 也 3 171 60
4 DF 渡 邊 隼 平 4 171 55
5 DF 与 田 誠 士 3 165 51
6 MF 中 村 　 匠 3 169 50
7 MF 相 場 啓 佑 4 160 54
8 MF 寺 尾 　 皐 3 147 35
9 FW 田 代 　 陸 2 163 55

10 MF 小 林 瑞 樹 5 168 55
11 FW 堀 川 亮 汰 4 180 65
12 MF 白 倉 大 地 2 165 54
13 DF 大 谷 龍 司 5 165 50
14 DF 金 田 駿 平 3 167 70
15 FW 南 　 海 渡 3 175 72
16 MF 山 村 隼 大 2 174 59
17 FW 風　間　鼓太朗 2 171 52
18 FW 吉 田 新 汰 2 163 50
19 DF 中 村 健 人 1 165 54
20 GK 横 山 和 輝 4 187 67

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 青 白 橙 灰

ショーツ 青 白 橙 灰

ストッキング 青 白 橙 灰

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/16 １回戦 長岡 ３
２-０

0 金沢 長岡ニュータウン
運動公園１-０

7/17 準決勝 長岡 ２
０-０

１ 長野 長岡ニュータウン
運動公園２-１

7/17 決勝 長岡 １
１-０

0 石川 長岡ニュータウン
運動公園０-０
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●北信越第二代表　石川工業高等専門学校（20回出場）
引 率 教 員

河 合 秀 泰

監　　督

冨 田 充 宏

主　　将

松 田 陸 弥

主　　務

石 本 　 唯

プロフィール

北信越大会では、決勝戦で敗れ、第二代表としての
出場になります。今年のチームは、低学年の選手が多
く、将来が楽しみなチームです。

全国大会では、日頃の練習の成果を発揮し、まずは
１勝を目指して楽しみたいと思います。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 GK 宮 﨑 海 斗 4 170 68
2 DF 松 田 陸 弥 4 167 64
3 DF 加茂野　洸　介 2 172 56
4 DF 増 　 隼 輔 2 174 62
5 DF 松 沢 厚 志 3 158 48
6 MF 道 上 舜 介 2 168 50
7 MF 河 合 克 仁 3 170 65
8 MF 猪 谷 真 吾 3 173 68
9 MF 米 澤 唯 人 2 169 55

10 MF 高 坂 竜 成 3 173 63
11 FW 中 嶋 幹 太 3 171 57
12 GK 平 田 崇 士 3 159 51
13 DF 北 永 弥 吹 1 168 56
14 DF 橋 本 　 陸 4 168 54
15 DF 米 澤 大 夢 5 171 51
16 MF 奥 野 竣 太 1 168 59
17 MF 横 山 　 大 4 175 65
18 FW 北 野 　 拓 2 169 53
19 MF 金 谷 実 治 3 166 52
20 DF 今 川 大 誠 1 171 60

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 青 えんじ 緑 灰

ショーツ 青 白 緑 灰

ストッキング 青 えんじ 緑 灰

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/17 準決勝 石川高専 ２
１-０

１ 福井高専 長岡ニュータウン
運動公園１-１

7/17 決勝 石川高専 ０
０-１

１ 長岡高専 長岡ニュータウン
運動公園０-０
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●東海代表　豊田工業高等専門学校（26回出場）
引 率 教 員

及 川 　 大

監　　督

江 崎 信 行

主　　将

丸 山 翔 也

主　　務

村　上　智久真

プロフィール

シード制のない地区大会では、不利な枠からのス
タートでしたが、何とか凌いで 7 年連続でここまでた
どり着くことができました。一段一段登り続けたこと
で、地区大会においてもレベルアップできた実感があ
ります。

全国大会では、昨年度 3 位でしたので、シード校と
して恥ずかしくないサッカーをしなければなりません
が、挑戦者の気持ちを忘れずに、一段一段高みを目指
したいと思います。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 ＧＫ 山 下 史 登 5 168 63
2 MF 安 藤 由 弥 2 163 53
3 ＤＦ 畑　　　音以人 3 167 52
4 ＤＦ 杉 浦 丸 太 5 165 54
5 ＤＦ 近 藤 功 基 5 165 60
6 MF 大 川 拓 巳 4 170 60
7 MF 三 輪 　 徹 5 170 61
8 MF 渋　谷　圭一朗 5 172 64
9 FW 中 安 　 理 5 166 55

10 MF 丸 山 翔 也 5 170 60
11 FW 渡 邉 拓 実 2 176 55
12 ＧＫ 平 松 英 治 2 173 65
13 ＤＦ 吉 川 雄 大 3 174 64
14 ＤＦ 河 田 一 輝 3 171 72
15 ＤＦ 鈴 木 悠 真 4 161 53
16 MF 黒 野 　 瞬 2 158 49
17 FW 森 　 尚 貴 2 163 50
18 ＤＦ 川 本 泰 朋 2 173 55
19 MF 加 納 勇 次 2 165 55
20 MF 森 島 悠 仁 1 172 56

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 赤 白 灰 緑

ショーツ 赤 白 灰 緑

ストッキング 赤 白 灰 緑

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/2 １回戦 豊田 ０
０-０

０ 沼津 愛鷹広域公園
スポーツ広場

０-０
３PK２

7/2 準決勝 豊田 １
０-０

０ 岐阜 愛鷹広域公園
スポーツ広場１-０

7/3 決勝 豊田 ０

０-０

０ 鈴鹿 愛鷹広域公園
スポーツ広場

０-０
０-０
０-０

６PK５
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●関西代表　近畿大学工業高等専門学校（12回出場）
引 率 教 員

伊 藤 豊 治

監　　督

亀 井 俊 彦

主　　将

山 内 脩 平

主　　務

杉 本 雄 規

プロフィール

昨年は、全国大会に出場するも一回戦で敗退し非常
に悔しい思いをしました。今年こそはまずは一回戦突
破を課題とし大会を通じてレベルを上げていければと
思っております。そして見る人を魅了できるプレーが
出来るよう全力で闘います。高校年代では全国大会が
後一歩のところまで来ました。この大会での経験が冬
の高校選手権に繋がると思いますので緊張感を持ちプ
レーしていきたいと思います。精一杯頑張りますので
応援よろしくお願いいたします。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 GK 荒 川 悠 斗 2 175 54
2 DF 福 永 聖 也 2 173 62
3 DF 松　井　伸太郎 4 180 65
4 MF 志 波 龍 斗 5 174 65
5 FW 川 本 雅 也 3 170 62
6 FW 山 内 脩 平 5 171 64
7 MF 山 内 康 平 5 171 65
8 DF 福 岡 大 芽 4 173 62
9 DF 吉 岡 優 希 4 172 64

10 MF 中 野 翔 太 5 168 60
11 MF 尾 上 良 大 4 169 59
12 GK 永 井 　 仁 2 173 70
13 MF 木 村 哲 汰 2 172 65
14 MF 助 野 太 郎 4 170 62
15 MF 山 中 　 慧 2 171 57
16 MF 福 西 　 駿 4 172 63
17 MF 中 澤 拓 郎 4 168 60
18 MF 藤 井 祐 輔 5 173 62
19 DF 桒 原 史 典 4 173 64
20 MF 太 田 雅 之 3 167 62

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 青 白 ピンク 緑

ショーツ 青 白 ピンク 緑

ストッキング 青 白 ピンク 緑

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/10 準決勝 近大高専 ４
２-０

０ 神戸高専 播磨サッカー場
２-１

7/11 決勝 近大高専 ６
３-０

０ 明石高専 播磨サッカー場
３-１
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●中国A代表　大島商船工業高等専門学校（８回出場）
引 率 教 員

村 田 光 明

監　　督

幸 田 三 広

主　　将

樹 下 　 馨

主　　務

高 木 夏 美

プロフィール

大島商船高専は、４年連続８回目の全国大会出場と
なります。昨年は１回戦で準優勝校と対戦し延長の末、
涙を飲みました。今年こそは２回戦を突破し、さらに
上を目指して頑張ります。全国大会の舞台に立てる喜
びと感謝の気持ちを忘れず、「負けてたまるか大島
魂！」を合言葉にチーム一丸となって一つでも多くの
試合ができるよう頑張ります。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 GK 福 田 康 成 5 174 63
2 DF 福 嶋 晴 紀 2 173 63
3 DF 札 岡 浩 輝 5 173 62
4 DF 星 田 恭 佑 3 170 60
5 DF 樹 下  馨 4 168 66
6 MF 德 永 　 諒 4 174 61
7 MF 吉 岡 　 陸 4 171 59
8 MF 濵 本 和 将 5 169 57
9 MF 峯 　 竜 一 4 170 57

10 MF 中 坪  真 5 171 58
11 FW 山 田 真 司 4 175 68
12 MF 楊 井 将 太 4 163 55
13 MF 玉 寄 太 貴 3 168 57
14 DF 賀 屋 快 斗 5 166 48
15 GK 中 村 友 哉 3 180 90
16 MF 溜 池 政 樹 3 165 51
17 MF 酒 村 悦 志 2 170 63
18 DF 中 山 祥 彰 4 180 69
19 DF 國 原 出 海 3 173 60
20 MF 白 木 智 大 1 165 56

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 赤 白 水色 オレンジ

ショーツ 赤 白 水色 オレンジ

ストッキング 赤 白 水色 オレンジ

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/2 １回戦 大島 ４
１-０

０ 広島 津山スポーツセン
ター・サッカー場３-０

7/3 決勝戦 大島 ５
２-０

０ 津山 津山スポーツセン
ター・サッカー場３-０
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●中国B代表　松江工業高等専門学校（８回出場）
引 率 教 員

一箭フェルナンドヒロシ

監　　督

一箭フェルナンドヒロシ

主　　将

三 島 諒 亮

主　　務

今 田 祐 介

プロフィール

今年は史上初の 3 年連続、中国地区の代表として全
国大会の舞台に立たせてもらうことになりました。久
しぶりに優勝した 3 年前の大会から、今の 5 年生が中
心になって松江高専サッカー部を支えてきました。
チャレンジャーとしても挑んだ昨年度の大会では一回
戦で惨敗し、全国大会で勝つことの難しさを痛感しま
した。今年の大会では 5 年生の集大成に立ち会えるこ
とを楽しみにしているとともに、松江高専サッカー部
の歴史に新たな１ページを刻んでくれることにも期待
しています。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 GK 勝 部 健 太 5 172 68
2 DF 田 中 晶 典 5 178 62
3 DF 南 波 敬 和 4 172 60
4 DF 三 島 諒 亮 5 178 60
5 MF 浜 田 雄 飛 5 177 64
6 DF 宮　 望　都 3 168 63
7 MF 岡 崎 祐 輝 5 174 60
8 DF 田 中 　 翔 4 167 55
9 MF 阿 川 遥 哉 5 175 67

10 MF 犬 山 裕 太 5 175 62
11 FW 沼  楓 季 3 171 58
12 MF 太 田 真 輝 5 171 65
13 FW 恩 田 大 輝 4 170 58
14 FW 金 山 宜 史 5 178 64
15 GK 浜 浦 裕 晃 4 177 65
16 DF 栂 　 尚 希 2 177 60
17 MF 池 田 和 生 4 168 62
18 MF 吉 田 朔 矢 1 170 63
19 DF 小松原　健　吾 3 169 57
20 MF 高 橋 鐘 瑛 2 180 68

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 赤 白 緑 黄

ショーツ 黒 白 緑 黄

ストッキング 黒 白 緑 黄

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/2 Bパート
１回戦 松江高専 ４

１-０
0 宇部高専 津山スポーツセンター

３-０

7/3 Bパート
決勝戦 松江高専 ２

０-０
0 徳山高専 津山スポーツセンター

２-０
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●四国第一代表　新居浜工業高等専門学校（35回出場）
引 率 教 員

安 里 光 裕

監　　督

安 藤 進 一

主　　将

宮 崎 巧 己

主　　務

平 田 　 空

プロフィール

全国大会出場 35 回目になります。今年の四国大会
は天候不順の中開催されましたが、グランドコンディ
ションは悪くなく、どの試合も熱戦が繰り広げられま
した。新居浜高専は例年通り部員全員で試合に臨み、
応援にまわった部員たちの熱意に支えられ優勝するこ
とが出来ました。今年のチームは、キャプテン宮崎の
強いリーダーシップでまとめ上げられたチームです。
ひるむことのないキャプテンを中心に一致団結してが
んばります。今年も全力でがんばる新居浜高専です。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 GK 加　地　征志郎 5 173 68
2 DF 鈴 木 雄 大 5 170 58
3 DF 石 川 　 達 5 178 62
4 DF 松 本 和 樹 5 175 60
5 DF 宮 崎 巧 己 5 175 72
6 DF 浅 井 智 貴 5 173 68
7 MF 菅 　 友 紀 5 168 65
8 MF 村 上 裕 哉 5 175 68
9 FW 村 上 倫 平 5 160 53

10 FW 鈴 木 翔 大 4 178 65
11 MF 久 米 　 彰 4 183 62
12 MF 河 端 秀 伎 5 176 58
13 MF 山 下 隼 司 4 162 60
14 DF 武 田 尚 也 4 165 58
15 MF 保 利 優 斗 4 163 56
16 DF 塩 崎 貴 也 3 175 68
17 GK 山 田 晋 輔 3 168 60
18 MF 山 口 和 也 3 176 62
19 MF 井 上 翔 太 2 170 60
20 FW 児 山 亮 太 3 172 60

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 緑 シルバー 赤 青

ショーツ 緑 シルバー 黒 青

ストッキング 緑 シルバー 赤 青

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/9 予選リーグA 新居浜 ５
２-０

０ 詫間 徳島スポーツビレッジ
３-０

〃 〃 新居浜 １
０-０

１ 阿南 徳島スポーツビレッジ
１-１

7/10 〃 新居浜 ８
４-０

０ 高松 徳島スポーツビレッジ
４-０
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●四国第二代表　阿南工業高等専門学校（17回出場）
引 率 教 員

川 畑 成 之

監　　督

生 田 智 敬

主　　将

中 谷 泰 星

主　　務

佐 野 優 璃

プロフィール

１年生から５年生まで総勢 40 名の部員を擁し、「選
手それぞれが考えてサッカーをする」をモットーに練
習に取り組んでいます。地区大会では PK 戦の末、強
豪新居浜高専に１位の座を譲ったものの、続く２位の
成績で全国大会出場を決めました。全国大会では、地
区大会を通じて１失点の粘り強い守備と、中盤のパス
ワークで崩す現代的なサッカーを武器に戦います。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 GK 大 舘 雅 輝 5 175 65
2 DF 金 森 　 陸 3 176 68
3 DF 神 元 将 太 5 165 56
4 DF 矢 野 聖 也 4 178 59
5 DF 倉 橋 将 太 3 170 63
6 FW 佐 藤 秀 平 5 168 55
7 MF 吉 木 友 紀 5 168 60
8 MF 後 藤 拓 巳 5 176 58
9 MF 岩 朝 紘 希 5 180 62

10 MF 中 谷 泰 星 5 166 58
11 MF ラフォンテーヌ　瑠 佳 4 167 52
12 DF 田 上 航 平 3 183 63
13 FW 武 田 光 平 4 175 65
14 MF 永 島 穂 高 4 166 53
15 MF 吉 川 寛 人 3 170 58
16 FW 杉 本 一 晟 2 172 70
17 GK 元 木 太 一 2 164 55
18 DF 松　島　蘭太郎 3 167 63
19 MF 佐々木　康　太 4 175 67
20 FW 大 芝 健 允 4 176 67

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ えんじ 白 灰 水色

ショーツ えんじ 白 黒 水色

ストッキング えんじ 白 黒 水色

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/9 予選リーグ 阿南 ５
１-０

０ 詫間 板野
４-０

7/9 予選リーグ 阿南 １
０-０

１ 新居浜 板野１-１

６PK７

7/10 代表・順位決定戦 阿南 ２
２-０

０ 高知 板野
０-０
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●九州沖縄第一代表　鹿児島工業高等専門学校（41回出場）
引 率 教 員

三 角 利 之

監　　督

北 薗 裕 一

主　　将

神 田 将 吾

主　　務

上別府　夢　奈

プロフィール

私たち鹿児島高専サッカー部は、連覇を目指し、今
年のスローガンでもある『感謝～ THANKS ～』を合
言葉に、トレーニングに励んで参りました。選手・保
護者・スタッフが三位一体となり、鹿児島高専サッカー
部に関わる全ての方々への感謝の気持ちをピッチで表
現できるよう、力の限りプレーします。ご声援よろし
くお願いします！

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 GK 吉 永 　 裕 5 186 74
2 DF 神 田 将 吾 5 175 65
3 DF 竹 下 慧 士 5 171 57
4 MF 今 吉 拓 哉 5 170 65
5 DF 重 森 祐 人 5 177 74
6 DF 西久保　頼　孝 4 174 67
7 MF 藤 井 勝 秀 5 163 58
8 DF 黒 石 悠 斗 5 171 56
9 MF 大 里 雅 也 4 174 67

10 MF 浅 谷 亮 介 4 180 63
11 FW 児 玉 喜 久 5 173 65
12 DF 竹之下　　　匠 5 167 60
13 DF 田 上 　 健 4 168 58
14 MF 小 倉 大 地 3 165 55
15 DF 柿 本 龍 斗 3 175 65
16 GK 中 島 悠 貴 4 175 65
17 DF 長 﨑 涼 成 4 167 58
18 FW 南 橋 千 裕 3 170 60
19 FW 荻 　 傑 5 165 56
20 FW 田 中 大 貴 5 186 74

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 赤 白 黄 水

ショーツ 赤 白 黄 水

ストッキング 赤 白 黄 水

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/16 ２回戦 鹿児島 ８
２-０

１ 佐世保 八代運動公園
６-１

7/17 準決勝 鹿児島 ２
２-１

１ 大分 八代運動公園
０-０

7/17 決勝 鹿児島 ２
２-１

１ 都城 八代運動公園
０-０
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●九州沖縄第二代表　都城工業高等専門学校（３回出場）
引 率 教 員

向 江 頼 士

監　　督

杉 本 弘 文

主　　将

大 野 魁 斗

主　　務

丸 山 凌 佳

プロフィール

都城高専サッカー部は 5 年生 6 人、4 年生 4 人、3
年生 8 人、2 年生 12 人、1 年生 10 人、計 40 人で
す。高学年が少ないので低学年との仲も良く、チーム
の結束が固いです。また、チームワークが良いだけで
なく練習時から学年に関係なくアグレッシブにプレー
することで、球際での強さを磨き、堅い守りを軸に攻撃
的なサッカーをするチームへと成長できました。14 年
ぶりの全国出場という勢いに乗りチャレンジャー精神
を忘れず、１試合１試合を全力で戦いたいと思います。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 GK 花 岡 拓 海 5 183 80
2 DF 山 中 祥 幸 5 173 60
3 DF 日笠山　慎一郎 5 183 73
4 DF 赤 澤 弘 喜 4 168 58
5 DF 吉 松 佳 威 4 162 56
6 MF 西 園 哲 哉 4 180 63
7 MF 山 中 享 史 2 169 65
8 FW 大 野 魁 斗 5 170 61
9 MF 松 永 洋 夢 2 172 64

10 MF 宮 脇 健 瑠 4 163 50
11 MF 田 中 誠 也 5 170 63
12 DF 小 林 魁 人 5 170 61
13 MF 冨 永 羽 嘉 3 167 57
14 FW 南 　 諒 弥 2 170 56
15 DF 谷 川 竜 輝 3 175 53
16 MF 鹿 島 颯 人 2 169 61
17 GK 長 友 　 駆 3 174 60
18 DF 甲 斐 大 也 3 163 57
19 DF 徳 留 光 祐 3 175 65
20 MF 小 山 昇 太 2 158 49

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 黒×青 白 黄 緑

ショーツ 黒 白 黄 緑

ストッキング 黒 白 黄 緑

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

7/16 ２回戦 都城 ２
０-１

１ 久留米 熊本県営八代運動公園
２-０

7/17 準決勝 都城 ４
１-０

０ 熊本（八代） 熊本県営八代運動公園
３-０

7/17 決勝 都城 １
１-２

２ 鹿児島 熊本県営八代運動公園
０-０



41

●開催校　沼津工業高等専門学校（32回出場）
引 率 教 員

駒 　 佳 明

監　　督

坂 井 徳 尚

主　　将

原 川 翔 太

主　　務

鈴　木　日花里

プロフィール

今年は開催校として、32 回目の全国大会出場です。
これまで最上級生である５年生を中心に、選手もサ
ポートメンバーもより良い大会を目指し、競技・運営
を精一杯頑張ってきました。チームが目指すのは勝利
ですが、支えてくれる仲間がいてこその大会であるこ
とを胸に刻み、感謝の心・リスペクトの精神で、最後
まで戦います。そして全国大会が地元開催できる喜び
を、ここ愛鷹のピッチの上でプレーとして表現したい
と思います。

背番号 ポジション 氏　　　名 学年 身長 体重
（㎝） （㎏）

1 GK 望　月　舜太郎 5 170 60
2 DF 中 田 　 勇 4 175 70
3 DF 近 藤 裕 一 4 180 61
4 DF 中 村 大 造 5 180 72
5 MF 関 　 泰 輔 3 174 58
6 MF 望 月 　 樹 4 175 60
7 MF 勝 呂 海 斗 4 174 70
8 MF 秋 山 健 一 4 166 54
9 FW 原 川 翔 太 5 166 68

10 MF 渡 邊 　 記 5 162 60
11 FW 塩 本 達 也 4 173 65
12 FW 三　浦　凜太朗 3 172 60
13 FW 山 本 侑 汰 1 166 54
14 MF 田 中 椋 祐 5 173 60
15 DF 永 田 健 太 4 173 62
16 GK 海 野 一 輝 3 177 75
17 DF 杉 山 秀 吾 3 176 66
18 MF 野 田 礼 華 3 177 63
19 MF 鈴 木 龍 一 3 162 52
20 DF 秋　山　兼太郎 4 165 54

ユニフォーム
FP GK

正 副 正 副

シャツ 黄 緑 赤 青

ショーツ 空 白 黒 青

ストッキング 白 緑 黒 青

予選成績

月日 回戦
対　　戦　　成　　績

会　　場
高専名 得点 高専名

７/２ １ 沼津 ０

０-０

０ 豊田 愛鷹広域公園
スポーツ広場０-０

２PK３
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［トーナメント戦］ ［順位決定リーグ戦］

7月16日

7月17日

［関東地区］

［北信越地区］［東北地区］

［東海地区］

［北海道地区］
地区大会の成績

優　勝　茨城工業高等専門学校
準優勝　東京工業高等専門学校
第３位　小山工業高等専門学校

３２

４ １ １

１１

３
３位

２ ８６ ０１ ２２ １

茨城

茨

城

鶴

岡

岐 阜

沼 津

豊 田

鳥 羽

鈴 鹿

秋

田

福

島

八

戸

群

馬

産
技（
品
川
）

木
更
津

木
更
津

小

山

東

京

産
技（
荒
川
）

サ
レ
ジ
オ

小

山

［　］2－1
2－0

［　］1－0
0－1

［　］1－0
0－0

［　］2－0
1－1

［　］0－2
1－1

［　］0－0
2－1 ［　］0－2

1－0 ［　］3－0
3－0 ［　］1－2

1－6

０ ２

２ １

０ １

優勝：長岡高専

石
川

富
山（
本
郷
）

福
井

長
岡

富
山（
射
水
）

金
沢

長
野

［　］0－1
0－0

［　］0－0
2－1

２

２

０

１

０

４
０延０ PK（5）

０ 延０ PK（6）０ PK（2）

０ PK（3）

B２

C２
A１

B１

３位決定戦

Aブロック（リーグ戦）

Bブロック（リーグ戦）

決勝戦

優　勝　八戸
第２位　福島
第３位　鶴岡

優　勝
豊田工業高等専門学校

第 2位
鈴鹿工業高等専門学校

０

１［　］1－0
1－1

［　］0－0
2－0

１ ２［　］1－1
0－1

［　］0－1
0－1

３ ０［　］2－0
1－0

０ ２［　］0－0
0－2

苫小牧
苫小牧

函　館

函　館

釧　路
旭　川

●　０－２
●　１－４
●　０－９

○　２－０

△　１－１
●　１－３ △　１－１

△　１－１
○　４－１

○　３－１
△　１－１

○　９－０
釧　路 旭　川

順位
１
２
３
４

勝点
９
６
３
０

３
１
０
０

０
１
２
１

０
１
１
２

14
　０
－３
－11

1
　4
6
13

15
　4
3
2

勝 分 敗 得点 失点 得失チ ー ム
苫 小 牧
函 　 館
釧 　 路
旭 　 川

福島

鶴岡

仙台
広瀬

鶴岡 仙台
広瀬

勝
　数

２

負
　数

０ ０ ０ ６ １ +5 ６ １

１ １ ０ ０ ５ ２ +3 ３ ２

０ ２ ０ ０ １ ９ -8 ０ ３

Ｐ
Ｋ
勝

Ｐ
Ｋ
負

得
　点

失
　点

失
差

得
点

勝
ち
点

順
　位

勝
ち
点

順
　位

福島

２ ０0－0
2－0 ４ １2－0

2－1

５ ０3－0
2－0０ ２0－0

0－2

１ ４0－2
1－2 ０ ５0－3

0－2

八戸

仙台
名取

秋田

一関

仙台
名取 秋田 一関

1 0 1 0 3 1 4.5

０ 1 1 0 1 3 1.5

1 0 ０ 1 3 ２ 4.0

１

３

２

０ 1 ０ 1 2 3

+２

-２

+1

-1 1.0 ４

勝
　数

負
　数

Ｐ
Ｋ
勝

Ｐ
Ｋ
負

得
　点

失
　点

失
差

得
点八戸

２ ０1－0
1－0 １ １1－0

0－1
PK6－5

１ １1－0
0－1
PK4－2

１ １0－1
1－0
PK2－4

１ １0－1
1－0
PK5－6

２ １0－0
2－1

0 ２0－1
0－1

1 ２0－0
1－2

×
０－２

×
０－５

×
０－３

○
３－０

○
５－０

○
２－０

学校名

沼  津

鳥  羽

岐  阜

沼　津 鳥　羽 岐　阜 勝数

１

０

２

１

２

０

０

０

０

２

０

８

３

７

０

－１

－7

　8

３

０

６

４

５

3

負数 分数 得点 失点 得失
点差 勝点 順位

（A1負）

（A1負）

（B1負）

（B1負）

（B2負）

（B2負）

［四国地区］

［九州沖縄地区］

［関西地区］

［中国地区］

２ ０ ２ ０ ２ ０

４ ０４

7月11日（月）

17日（日）

16日（土）

15日（金）

7月10日（日）

7月９日（土）

１

６ １

近畿大学

代表・順位決定戦
新居浜

代表・順位決定戦
阿　南

５位決定戦
詫　間

優　勝　新居浜
準優勝　阿　南
３　位　高　知
４　位　高　松
５　位　詫　間
６　位　弓　削

近
畿
大
学

神
戸
市
立

和
歌
山

明

石

舞

鶴

奈

良

大
阪
府
大

新
居
浜

高

松

阿

南

高

知

詫

　間

弓

削

［　］3－0
3－1

［　］2－0
2－1 ［　］3－0

1－0

［　］1－0
1－0 ［　］1－0

1－0 ［　］0－0
2－0

８ ０［　］4－0
4－0

２ ０［　］2－0
0－0

２ ０［　］1－0
1－0

０ ２

２ １

鹿児島

鹿

児

島

第
一
シ
ー
ド

第
二
シ
ー
ド

第
三
シ
ー
ド

大

島

広

島

津

山

米

子

徳

山

　
呉

　

松

江

宇

部

久

留

米

佐

世

保

有

明

大

分

沖

縄

北

九

州

熊
本（
熊
本
Ｃ
）

熊
本（
八
代
Ｃ
）

２

Aグループ

Aパート優勝
大島

Bパート優勝
松江

１ ０ ４

１ ０［　］0－0
1－0

４

５ ０

０［　］1－0
3－0

［　］2－0
3－0

４ ０［　］1－0
3－0

２

０ ２

１［　］０－0
2－1

［　］0－0
0－2

８ １

０４

都

城

０１

３ ０ １ ２

新居浜 詫　間 負

０

分

１ ６ １ ５ ４ １

２ ０ ０ 10 -10 ０ ３

０

勝

１

０

１ １ ６ １ ５ ４ ２

得
　点

失
　点

点
　差

勝
　点

順
　位

学校名

新居浜

詫　間

阿　南

０ ５0－2
0－3

５ ０2－0
3－0

５ ０1－0
4－0

阿　南

１ １0－0
1－1

０ ５0－1
0－4

１ １0－0
1－1

Bグループ

高　松 弓　削 負

１

分

０ ２ ４ -2 ３ ２

２ ０ １ ４ -3 ０ ３

０

勝

１

０

２ ０ ５ ０ ５ ６ １

得
　点

失
　点

点
　差

勝
　点

順
　位

学校名

高　松

弓　削

高　知

１ ２0－1
1－1

２ １1－0
1－1

２ ０0－0
2－0

高　知

０ ３0－2
0－1

０ ２0－0
0－2

３ ０2－0
1－0
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［トーナメント戦］ ［順位決定リーグ戦］

7月16日

7月17日

［関東地区］

［北信越地区］［東北地区］

［東海地区］

［北海道地区］
地区大会の成績

優　勝　茨城工業高等専門学校
準優勝　東京工業高等専門学校
第３位　小山工業高等専門学校

３２

４ １ １

１１

３
３位

２ ８６ ０１ ２２ １

茨城

茨

城

鶴

岡

岐 阜

沼 津

豊 田

鳥 羽

鈴 鹿

秋

田

福

島

八

戸

群

馬

産
技（
品
川
）

木
更
津

木
更
津

小

山

東

京

産
技（
荒
川
）

サ
レ
ジ
オ

小

山

［　］2－1
2－0

［　］1－0
0－1

［　］1－0
0－0

［　］2－0
1－1

［　］0－2
1－1

［　］0－0
2－1 ［　］0－2

1－0 ［　］3－0
3－0 ［　］1－2

1－6

０ ２

２ １

０ １

優勝：長岡高専

石
川

富
山（
本
郷
）

福
井

長
岡

富
山（
射
水
）

金
沢

長
野

［　］0－1
0－0

［　］0－0
2－1

２

２

０

１

０

４
０延０ PK（5）

０ 延０ PK（6）０ PK（2）

０ PK（3）

B２

C２
A１

B１

３位決定戦

Aブロック（リーグ戦）

Bブロック（リーグ戦）

決勝戦

優　勝　八戸
第２位　福島
第３位　鶴岡

優　勝
豊田工業高等専門学校

第 2位
鈴鹿工業高等専門学校

０

１［　］1－0
1－1

［　］0－0
2－0

１ ２［　］1－1
0－1

［　］0－1
0－1

３ ０［　］2－0
1－0

０ ２［　］0－0
0－2

苫小牧
苫小牧

函　館

函　館

釧　路
旭　川

●　０－２
●　１－４
●　０－９

○　２－０

△　１－１
●　１－３ △　１－１

△　１－１
○　４－１

○　３－１
△　１－１

○　９－０
釧　路 旭　川

順位
１
２
３
４

勝点
９
６
３
０

３
１
０
０

０
１
２
１

０
１
１
２

14
　０
－３
－11

1
　4
6
13

15
　4
3
2

勝 分 敗 得点 失点 得失チ ー ム
苫 小 牧
函 　 館
釧 　 路
旭 　 川

福島

鶴岡

仙台
広瀬

鶴岡 仙台
広瀬

勝
　数

２

負
　数

０ ０ ０ ６ １ +5 ６ １

１ １ ０ ０ ５ ２ +3 ３ ２

０ ２ ０ ０ １ ９ -8 ０ ３

Ｐ
Ｋ
勝

Ｐ
Ｋ
負

得
　点

失
　点

失
差

得
点

勝
ち
点

順
　位

勝
ち
点

順
　位

福島

２ ０0－0
2－0 ４ １2－0

2－1

５ ０3－0
2－0０ ２0－0

0－2

１ ４0－2
1－2 ０ ５0－3

0－2

八戸

仙台
名取

秋田

一関

仙台
名取 秋田 一関

1 0 1 0 3 1 4.5

０ 1 1 0 1 3 1.5

1 0 ０ 1 3 ２ 4.0

１

３

２

０ 1 ０ 1 2 3

+２

-２

+1

-1 1.0 ４

勝
　数

負
　数

Ｐ
Ｋ
勝

Ｐ
Ｋ
負

得
　点

失
　点

失
差

得
点八戸

２ ０1－0
1－0 １ １1－0

0－1
PK6－5

１ １1－0
0－1
PK4－2

１ １0－1
1－0
PK2－4

１ １0－1
1－0
PK5－6

２ １0－0
2－1

0 ２0－1
0－1

1 ２0－0
1－2

×
０－２

×
０－５

×
０－３

○
３－０

○
５－０

○
２－０

学校名

沼  津

鳥  羽

岐  阜

沼　津 鳥　羽 岐　阜 勝数

１

０

２

１

２

０

０

０

０

２

０

８

３

７

０

－１

－7

　8

３

０

６

４

５

3

負数 分数 得点 失点 得失
点差 勝点 順位

（A1負）

（A1負）

（B1負）

（B1負）

（B2負）

（B2負）

［四国地区］

［九州沖縄地区］

［関西地区］

［中国地区］

２ ０ ２ ０ ２ ０

４ ０４

7月11日（月）

17日（日）

16日（土）

15日（金）

7月10日（日）

7月９日（土）

１

６ １

近畿大学

代表・順位決定戦
新居浜

代表・順位決定戦
阿　南

５位決定戦
詫　間

優　勝　新居浜
準優勝　阿　南
３　位　高　知
４　位　高　松
５　位　詫　間
６　位　弓　削

近
畿
大
学

神
戸
市
立

和
歌
山

明

石

舞

鶴

奈

良

大
阪
府
大

新
居
浜

高

松

阿

南

高

知

詫

　間

弓

削

［　］3－0
3－1

［　］2－0
2－1 ［　］3－0

1－0

［　］1－0
1－0 ［　］1－0

1－0 ［　］0－0
2－0

８ ０［　］4－0
4－0

２ ０［　］2－0
0－0

２ ０［　］1－0
1－0

０ ２

２ １

鹿児島

鹿

児

島

第
一
シ
ー
ド

第
二
シ
ー
ド

第
三
シ
ー
ド

大

島

広

島

津

山

米

子

徳

山

　
呉

　

松

江

宇

部

久

留

米

佐

世

保

有

明

大

分

沖

縄

北

九

州

熊
本（
熊
本
Ｃ
）

熊
本（
八
代
Ｃ
）

２

Aグループ

Aパート優勝
大島

Bパート優勝
松江

１ ０ ４

１ ０［　］0－0
1－0

４

５ ０

０［　］1－0
3－0

［　］2－0
3－0

４ ０［　］1－0
3－0

２

０ ２

１［　］０－0
2－1

［　］0－0
0－2

８ １

０４

都

城

０１

３ ０ １ ２

新居浜 詫　間 負

０

分

１ ６ １ ５ ４ １

２ ０ ０ 10 -10 ０ ３

０

勝

１

０

１ １ ６ １ ５ ４ ２

得
　点

失
　点

点
　差

勝
　点

順
　位

学校名

新居浜

詫　間

阿　南

０ ５0－2
0－3

５ ０2－0
3－0

５ ０1－0
4－0

阿　南

１ １0－0
1－1

０ ５0－1
0－4

１ １0－0
1－1

Bグループ

高　松 弓　削 負

１

分

０ ２ ４ -2 ３ ２

２ ０ １ ４ -3 ０ ３

０

勝

１

０

２ ０ ５ ０ ５ ６ １

得
　点

失
　点

点
　差

勝
　点

順
　位

学校名

高　松

弓　削

高　知

１ ２0－1
1－1

２ １1－0
1－1

２ ０0－0
2－0

高　知

０ ３0－2
0－1

０ ２0－0
0－2

３ ０2－0
1－0
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回 数 優　勝 準 優 勝 ３　位 主　　 管 年 　月

1 呉 航空 沼津 神奈川県サッカー協会 S 44.３

2 桐蔭 航空 阿南 東京都サッカー協会 S 45.３

3 大阪 米子 大分 千葉県サッカー協会 S 46.３

4 津山 神戸市立 呉 茨城県サッカー協会 S 47.３

5 釧路 育英 桐蔭・佐世保 三重県サッカー協会 S 48.３

6 宇部 新居浜 阿南・鈴鹿 徳島県サッカー協会 S 49.３

7 桐蔭 宇部 富山・沼津 群馬県サッカー協会 S 49.８

8 広島商船 舞鶴 大分・富山 岐阜県サッカー協会 S 50.８

9 鹿児島 広島商船 阿南・久留米 岡山県サッカー協会 S 51.８

10 阿南 鹿児島 佐世保・米子 福島県サッカー協会 S 52.８

11 鹿児島 宇部 豊田・大島商船 愛知県サッカー協会
豊田高専 S 53.８

12 鹿児島 富山商船 佐世保・阿南 徳島県サッカー協会
阿南高専 S 54.８

13 鹿児島 富山 呉・豊田 広島県サッカー協会
呉高専 S 55.８

14 鹿児島 富山 神戸市立・宇部 兵庫県サッカー協会
神戸市立高専 S 56.８

15 鹿児島 八代 宮城・新居浜 宮城県サッカー協会
宮城高専 S 57.８

16 鹿児島 新居浜 宇部・都城 富山県サッカー協会
富山高専 S 58.８

17 鹿児島 茨城 鈴鹿・宇部 栃木県サッカー協会
小山高専 S 59.８

18 新居浜 鹿児島 宇部・桐蔭 山口県サッカー協会
宇部高専 S 60.８

19 鹿児島 大分 新居浜・桐蔭 宮城県サッカー協会
仙台電波高専 S 61.８

20 宇部 新居浜 佐世保・富山 鹿児島県サッカー協会
鹿児島高専 S 62.８

21 鹿児島 大分 釧路・富山 愛知県サッカー協会
豊田高専 S 63.８

22 鹿児島 宇部 釧路・新居浜 北海道サッカー協会
釧路高専 H  元.８

23 鹿児島 阿南 沼津・新居浜 徳島県サッカー協会
阿南高専 H  2.８

24 鹿児島 阿南 豊田・新居浜 東京都サッカー協会
東京都立航空高専 H  3.８

25 鹿児島 新居浜 宮城・奈良 千葉県サッカー協会
木更津高専 H  4.８

過 去 の 成 績
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回 数 優　勝 準 優 勝 ３　位 主　　 管 年 　月

26 新居浜 八戸 高松・久留米 島根県サッカー協会
松江高専 H　5.８

27 鹿児島 八戸 豊田・久留米 青森県サッカー協会
八戸高専 H　6.８

28 沼津 小山 新居浜・呉 三重県サッカー協会
熊野高専 H　7.８

29 新居浜 阿南 鹿児島・鶴岡 大分県サッカー協会
大分高専 H　8.８

30 鹿児島 新居浜 徳山・久留米 福井県サッカー協会
福井高専 H　9.８

31 徳山 宇部 奈良・鈴鹿 群馬県サッカー協会
群馬高専 H 10.８

32 沼津 新居浜 都立航空・豊田 愛媛県サッカー協会
新居浜高専 H 11.８

33 神戸市立 鹿児島 徳山・宇部 北海道サッカー協会
釧路高専 H 12.８

34 新居浜 鹿児島 久留米・沼津 山口県サッカー協会
徳山高専 H 13.８

35 鹿児島 宇部 新居浜・奈良 山形県サッカー協会
鶴岡高専 H 14.８

36 鹿児島 神戸市立 小山・宇部 鹿児島県サッカー協会
鹿児島高専 H 15.８

37 鹿児島 沼津 宇部・徳山 富山県サッカー協会
富山商船高専 H 16.８

38 近畿大学 神戸市立 富山商船・佐世保 群馬県サッカー協会
群馬高専 H 17.８

39 近畿大学 鹿児島 宇部・新居浜 和歌山県サッカー協会
和歌山高専 H 18.８

40 鹿児島 近畿大学 函館・高松 高知県サッカー協会
高知高専 H 19.８

41 近畿大学 鹿児島 新居浜・函館 北海道サッカー協会
苫小牧高専 H 20.８

42 近畿大学 福井 宇部・宮城 熊本県サッカー協会
八代高専 H 21.８

43 近畿大学 鹿児島 新居浜・茨城 愛知県サッカー協会
豊田高専 H 22.８

44 鹿児島 佐世保 徳山・新居浜 千葉県サッカー協会
木更津高専 H 23.８

45 鹿児島 新居浜 近畿大学・大分 山口県サッカー協会
宇部高専 H 24.８

46 鹿児島 茨城 近畿大学・新居浜 宮城県サッカー協会
仙台高専名取キャンパス H 25.８

47 近畿大学 鹿児島 新居浜・松江 愛媛県サッカー協会
新居浜高専 H 26.８

48 鹿児島 鈴鹿 福島・豊田 大分県サッカー協会
大分高専 H 27.８
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第４８回全国高等専門学校サッカー選手権大会成績表
（H27.8　大分県大分市 「大分スポーツ公園　サッカー・ラグビー場」「大分県サッカー協会人工芝」「大分スポーツ公園だいぎんグラウンド」「大分スポーツ公園大分銀行ドーム」

優　 勝  鹿 児 島
準優勝  鈴　　鹿
３　 位  福　　島
３　 位  豊　　田

第48回大会優秀選手　 GK　内田聖人（新居浜）、黒澤　翔（福島）、青木幹太（鈴鹿）
                        　　 DF　國司拓也（鹿児島）、礒脇明日夏（鹿児島）、高橋昂大（鈴鹿）
                        　　 MF　長澤征太（福島）、角田友貴（苫小牧）、君原　魁（大分）、河合克仁（石川）、榎園　隼（鹿児島）、藤井勝秀（鹿児島）、川越彬央（鹿児島）、横山結城（鈴鹿）
                        　　 FW　大川拓巳（豊田）、鈴木絃気（豊田）、櫻木智仁（鈴鹿）
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0－0
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【交通アクセス】

◦車 　 • • • • 東名高速道路沼津インターから約５分

◦路線バス • • 沼津駅北口バスターミナル　②番乗り場「愛鷹広域公園行き」乗車約20分

第51回全国高等専門学校体育大会　サッカー競技会場

愛鷹運動公園
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第51回全国高等専門学校体育大会　サッカー競技会場

愛鷹運動公園
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国道246号裾野バイパス東名IC入り口交差点を西方向へ⇒県道82号線を2.2㎞進む⇒
今里交差点を右折⇒800m進む⇒運動公園運南交差点左折⇒450m進む
東名インターチェンジから約７分（2.7㎞）

第51回全国高等専門学校体育大会　サッカー競技会場

裾野市運動公園
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《沼津リバーサイドホテル》
住　　所：〒410-0802　静岡県沼津市上土町100-1
　　　　　TEL.055-952-2411　FAX.055-952-2455

《アクセス》
電車利用：沼津駅南口から徒歩７分
U R L：http://www.numazu-rs-hotel.com/

レセプション会場：沼津リバーサイドホテル（４階 富士の間）
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